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はじめに 

 

 私たち「特定非営利活動法人 自立支援事業所 ベトサダ」では、ホームレス及び生活困窮者の自

立支援、就労支援に特化し、生活保護に頼ることなく衣食住の支援を柱に 2005 年より活動をして

います。 

住所登録を行い、衣食住を支援することにより就職活動ができ、安定するまでの間、何の心配も

なく仕事に従事出来ることを提供しています。ただ単に、相談を受け就労先、住居を紹介するので

はなく、当団体の施設に入居してもらい、自立できるまでの支援を行います。 

 

また、2013 年度より『独立行政法人 社会福祉医療機構 社会福祉振興助成事業 ＷＡＭ』様の助

成金により、中間就労支援事業を行っています。 

 

近年、軽微から中度の障がいを持った人が増えているように思います。一見健常者に見えるので

すが、依存症がある人・就労しても長続きしない人・ＡＳＤ．ＡＤＨＤ等ありますが、早急な一般

就労は出来ません。このような方の就労訓練支援を行っています。 

 

 2015 年度より、札幌市一時生活支援事業を受託し関連 4団体と共に「社団法人札幌市一時生活支

援協議会」を設立し、包括的支援を行っています。札幌市内に於ける生活困窮者及び緊急避難一時

支援・生活相談支援を行っています。 

 

生活支援に於いて継続的伴走型支援を行うことにより、人と人の繋がりにより絆が強くなり、住

居・仕事を失くした「ハウスレス」状態の人だけではなく、社会的・人間的繋がりを失くした「ホ

ームレス」の人も、日々の係わりから心を通わせてくれる様になっています。ベトサダでは『助け

られる人から助ける人に』をアイデンティティーとし、生活困窮者支援を行っていますので、その

理念の成果もあり、現在スタッフとして働いている人もいます。 

 

ホームレス自立支援保護法から生活困窮者自立支援法に移行することにより、受け入れ人数、入

居期間、経費等の制限が出来ました。他の自治体からの受け入れは基本的に出来ないのですが、従

来通り札幌市以外からの支援希望者は多数名いました。ベトサダでは今後も生活保護に頼ることな

く、全ての相談者に住居有りきで活動していきます。 

 

これからも一人でも多くの生活困窮者と向き合い支援して行く事、地域、社会に復帰できる事を

願い活動を続けて行きたいと思います。 

 

 

 

 

          平成 29 年 2月 

特定非営利活動法人自立支援事業所ベトサダ 

代表理事 中塚 忠康 
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沿革 

 

2005 年 6月      ・前代表眞鍋千賀子と現代表中塚忠康により生活困窮者支援を始める。 

・2名とも、以前より「労働と福祉を守る会」にて生活困窮者支援を行っていた。 

・なんもさサポート設立。 

2009 年 6月      ・なんもさサポートより独立し、生活保護に頼らない生活困窮者支援を行う為、 

眞鍋千賀子を代表としベトサダを設立。新たな支援活動を始める。 

2009 年 10 月 ・NPO 法人の認可を受け NPO 法人自立支援事業所ベトサダを開始する。 

2010 年 ・ WAM 助成事業にて「ホームレス自立支援事業」「ホームレス社会復帰リサイクルショッ

プ事業」を行う。 

       .・自立支援活動・就労支援活動に伴い、中間就労活動に着手する。 

2011 年 ・北海道庁「絆事業」にてホームレス自立支援事業を行う。 

       ・地域包括支援を始める。 

2012 年 ・北海道庁「絆事業」にてホームレス自立支援事業を行う。 

2013 年 ・WAM 助成事業にて「脱路上・再路上防止 困窮者連携支援事業」を行う。 

     ・北海道庁「絆事業」にてホームレス自立支援事業を行う。 

2014 年 ・WAM 助成事業にて「生活困窮者の就労・中間就労の包括連携事業」を行う。 

     ・北海道庁「絆事業」にてホームレス自立支援事業を行う。 

2015 年 ・WAM 助成事業にて「包括的・段階的中間就労事業」を行う。 

     ・「絆事業」廃止により札幌市一時生活支援委託事業が開始し受託する。 

2016 年 ・眞鍋千賀子逝去により、なんもさサポート代表を辞職しベトサダ新代表に中塚忠康

が就任。 

・WAM 助成事業にて「包括的・段階的中間就労事業」を行う。 

    ・札幌市一時生活支援委託事業を行う。 

 

 

 

 

 

☆ベトサダの活動は単に食料の配布・物資の提供・相談支援ではなく、ベトサダ荘に入居しても

らい衣食住を提供し、生活保護に頼る事無く一般社会への回帰を前提に就労支援に特化し、預

金が出来き自立するまでの支援を行っています。 

 

☆【助けられる人から助ける人へ】のアイデェンティティの元、「何とかしてあげたい」「何とか出来

ないのか」との思いから始まった支援活動であり、助けられた人による支援活動である故、困窮者

の感覚に寄り添う事が出来る唯一無二の支援団体であると思います。机上の理論ではなく実体験

からの支援を行っています。 

其の為、行政の下請けではなく、枠を超えた支援の提供を行う事が出来ていると思います。 
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Ⅰ．事業の柱立て 

 

1.〖実行委員会の開催〗 
  連携事業を円滑に遂行する為、月１回調整会議を行い連携を図ります。課題の把握、整理、検

討等を行います。 

 

2.〖生活保護に依存しない生活困窮者への自立支援活動〗 
  路上生活者や、さまざまな理由により路上生活に陥ってしまいそうな若者が自立できるまでの

間、衣食住の提供等の生活支援、求人情報の提供・面接や通勤等の交通費支給等の就労支援、定

期的な健康診断・病院への送迎、医療費減免手続のサポート等の医療支援を行います。安定した

生活基盤を作ってもらう事を目的として、面談を通じて適切な連携団体に繋ぎます。 

 

3.〖早期就労が困難な若者へのパーソナルサポート及び中間就労支援活動〗 
  障害認定 B・B-、等の知的障害、発達障害、軽度な身体的障害の人を対象に就労意欲、社会的

貢献の喚起、一般就労に向けた就労訓練を目的に生活支援を行います。ボランティア活動の場及

び中間就労の場を提供し、軽微の作業から始め徐々に一般就労に向け就労訓練を行います。自立

支援・就労支援事業と同じく衣食住の支援を行い、中間就労を経て仕事に対する意欲・コミュニ

ケーション力・一般社会への回帰能力を培う為、通常の支援より長いスパンで支援しています。

社会で働いていく上での生きがい、やりがい、を感じて貰い、仲間や地域住民との関係をつくり、

再び社会復帰を果たすための意欲を高めて貰う事・失われた社会との絆を取り戻すことを旨に支

援を行っています。カウンセリングを行い一人ひとりに向き合って一般就労に向けてサポートし

ていきます。 

 

4.〖刑余者及び高齢者・障がい者・介護が必要な方々への支援活動〗 
  行き場のない矯正施設退所者に対し、金銭管理・生活習慣指導を伴走的に行いながら再犯を防

ぎ自立のために支援を行います。障がい者及び高齢者に対して通院、買い物等の送迎、各種手続

き、問題点、悩み事の相談、分析を行いフォローアップすることにより一日も早く社会参加を実

現させることを目的としています。 

 

5.〖札幌市内における、路上生活者及び生活困窮者と思われる人への声掛け活動〗 
朝回り、夜回り等での声掛け、巡回相談、安否確認、路上生活者予備軍の早期アプローチによ

る救出等を行います。生活困窮から脱出するには早期対応が必要だと考えます。また、長期路上

生活で病気を患い、病状が悪化した状態で相談に訪れる人も多いため、早急な医療サービスを的

確に受けてもらう為にも見回りは必要だと思います。 

 

6.〖路上生活者及び生活困窮者等の緊急避難施設（シェルター）の設置〗 
  路上生活者及び生活困窮者に対し、一時的もしくは長期で生活支援を行い生活の立て直しを行

います。緊急シェルター入所後、肉体的に疲労困憊した身体を休めてもらい、精神的に抱えてい

るダメージをカウンセリングによりひも解いていき、今後の方向性を話し合います。一時生活支

援で一般就労をするか・生活保護を受給するか・中間就労を行うかを判断し、適切な繋ぎ先との

連携を行います。 

 

7.〖24 時間対応電話相談〗 
  警察署、刑務所、各市役所、区役所、一般住民の情報提供、本人のインターネット検索他から

の相談、連絡、受け入れ要請の対応等を行います。 

 

8.〖生活困窮者一時生活支援事業（委託事業対象外者）〗 
  委託事業では支援出来ない人達を、自主事業での一時生活支援及び就労支援・中間就労支援を

行います。（生活困窮者及び生活保護受給中で住居が無い人等） 
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Ⅱ．事業の必要性 

 

初期面談で、相談者の現状、状況、過去、障害の有無、要望、方向性等の話を聞き取ります。そ

れにより、今後の方向性を当事者と話合いを行いながら支援の方向性を考えていきます。ベトサダ

荘への入荘、他団体への繋ぎ等を判断し、本人確認の上今後どのようにするか決めます。 

ベトサダは入り口支援及び緊急シェルター対応を行っていますので、支援を求めて来る人は 100％

即入居してもらい支援、繋ぎを行います。全国どの団体でも審査の上入居を行っているので、ベト

サダが他団体と一線を隔している支援だと思います。 

 

連携業務を円滑に行う為実行委員会の開催を行います。3 年間での一般就労で自立した人は 350

名（内、中間就労を経ての一般就労 21 名含む）になり、関連連携施設、他施設に移行した人は 336

名になりした。当団体代表を委員長とし各団体実行委員各 1名により、移行する際の連携の確認（部

屋の空き状況、就労・中間就労のサポート等）、本人の方向性、社会資源の必要性、状況説明等を行

います。委員会は毎月第 4日曜日に行います。 

 

平成 27 年度から生活困窮者支援法が施行され、札幌市一時生活支援事業を受託し関連 4 団体と

共に「社団法人札幌市一時生活支援協議会」を設立、包括的支援による札幌市内に於ける生活困窮

者及び緊急避難一時支援・生活相談支援を行っています。原則札幌市内に居る事が条件になってい

ますので、札幌市以外の人は札幌市内に来てもらう事が必要になります。又、札幌市以外の自治体

の市役所・社会福祉協議会・警察署・本人他からの受け入れ依頼が多数あり、依頼を受けた方の多

数は入居しています。一時生活支援事業が各自治体の任意事業になっているのですが、一時生活支

援事業を受託している団体でも受け入れ定員数が少ない為受け入れ出来ない事もあります。各自治

体の相談事務所窓口に一時生活支援事業を併設する事が望ましいと思います。  

 

過去３年の総入居者数 877 名で、札幌市内 382 名・市外 218 名・道外は 207 名（平成 25 年度の

70 名分が不明な為、細分が 70 名少ない）の入居者がいました。内、一時生活支援事業対象外は 35

名（平成 27 年度事業のみ）いました。札幌市一時生活支援事業に当てはまらない人を緊急一時シ

ェルターとして受け入れし、方向性が決まるまで生活支援（衣食住）・就労支援を行いました。 

 

一貫して就労支援をメインに活動を行っているので、生活保護申請、各種障がい者手帳を取る等

はしていません。入居スペースの問題、支援員が少ないのと云う事、利用者が多いと云う事もあり

ますが、3 ヵ月間ベトサダに居て各種手続きをする為及び、社会資源に繋げる為に就労しないで生

活支援をする事はベトサダの考える支援とは違います。1 日でも早く一般社会への回帰が前提で活

動しているからです。 

 

ベトサダで支援出来ない就労が難しい人は早々に他団体に繋ぎ専門の人達に任せ地域連携をし

ている資源に繋げる方が良いと考えます。そして期間が短すぎる為支援が中途半端になる可能性が

あり、少しでも早く生活保護を受給する等し、個人の安定を優先させ時間を掛け社会資源の利用を

した方が良いと考えます。そして所持金が無い人ばかりなので、お金を貰い自分の欲しい物が少し

でも買えるようにしたいと云う想いも有ります。 

 

また、支援を求めて相談に来る人は後を絶ちません。受け入れ人数にも限界があり、出来るだけ

早く自立に繋げ、次の入居スペースを作らないといけません。当然3ヵ月フルかかる人もいますが、

障がいも無く就労も出来る人であれば、寮付きの仕事に就き早期自立できます。1～2週間寝食を共

にし、話をすれば「その人なり」が分かってきますので、早々に判断・方向性を出し自立に移行し

ていきます。早急な自立を促さないと年間 300 名位の相談者は受け入れ出来ません。期限 3ヵ月で

全員3ヵ月フル滞在の受け入れで移行しているとベトサダでも年間120名前後の受け入れしか出来

なくなり、他 180 名位は一時的に行く場所さえなくなります。 

 

 平成 25年 4月 1日より平成 28年 3月 31日迄で就労支援では 570 名中８（受け入れ総数 877名）

350 名、（内、中間就労を経ての一般就労 21 名含む）が自立していきました。支援として衣食住の
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提供及び、就活する為に必要な物等（履歴書、写真、スーツ、靴）の提供、面接に掛かる交通費の

援助、もしくは、送迎等の支援を行いました。自立に向けての準備が早めに出来る様に連携して就

労支援を行いました。一般企業で当施設に求職情報を頂いている会社の紹介（斡旋は行っていない）

も行い、本人の意思によりその会社の面接を希望した場合、当施設に来てもらい面接を行って頂き

ました。就職が決まった方には、仕事着、仕事に必要な物、昼食、交通費の支援等を行いました。 

  

入居者のほとんどは所持金を使い切り、安価で宿泊所として利用されているネットカフェの料金

すら払えない程追いつめられた状態で相談に訪れます。彼らに対し生活保護申請の支援を行うこと

は可能ですが、就労する事が出来る健康な人達に対しては、安易に生活保護申請は行いません。現

在社会問題となっている「生活保護依存症」の要因となる可能性があるからです。私たちは「生活

保護に頼らない支援」をするために、「生活支援」「就労支援」「医療支援」を基本に支援を行いま

す。また、債務を抱えた人も多いのですが、借金返済の為のシェルターではないので、入居期間中

の借金の返済は出来ません。法テラス等に同行し債務整理、破産手続き等行います。 

 

☆平成 25 年 4 月１日より平成 28 年 3 月 31 日は 350 名の方が自立していきました（内、中間

就労を経ての一般就労 21 名含む）。生活保護で考えるなら、1人当たり月額約￥113,000 の保護

費が掛かります。年間で約￥1,356,000 になります。350 名の自立を考えれば、×年平均 116 名

（350 名の年平均人数、小数点以下切り捨て）＝年額約￥157,296,000 の財政削減を行った事に

なります。3年間で考えれば年平均116名（350名の年平均人数、小数点以下切り捨て）×￥113,000

×12 ヵ月×3 年で￥471,888,000 の削減を行った事になります。膨大な効果だと考えられます。

一旦生活保護をとっても、その後自立する人が増え再路上しない限り効果は上がって行くと考え

られます。当団体の受け皿になってくれている支援団体がいてこその成果です。 

※小数点以下の人数を切り捨てしている為実数はもう少し多くなります。 

 

 

☆一般就労した人の支払う事になった「所得税・社会保険料・住民税等」の税の徴収を最低賃

金で計算すると、764 円（平成 27 年度迄の北海道最低賃金）×8 時間（1 日）×22 日（1 ヵ月稼

働日数）＝134,464 円になり、所得税約 1,600 円（月額）・社会保険料約 42,000 円（月額）・住

民税約 900 円（月額）＝44,500 円（月額）×12 ヵ月＝約 534,000 円（1年）×116 名（350 名の

年平均人数、小数点以下切り捨て）＝約 61,944,000 円（年間）×3年＝約 185,832,000 円（3年）

以上の就労による税・社会保険料所・所得税等の徴収増財政効果になり、生活保護回避金額

157,296,000 円（1 年）471,888,000 円（3年）をプラスすると 1 年で約 219,240,000 円・3年で

約 657,720,000 円以上の財政効果になります。 

※小数点以下の人数を切り捨てしている為実数はもう少し多くなります。 

 

ベトサダ入居者の事を理解し、派遣業及び一般協力企業は 25 年度 26 年度に各 1社、社員寮を作

って頂けました。27年度も 1社、社員寮を作ってくれた企業が出来ました。そして、1年間真面目

に就労すれば正社員雇用になる会社も出来ました。このように、少しずつながら生活の場を提供し

てくれる企業が増えています。それにより、ベトサダ入居期間中に実績を重ねれば一般就労で自立

しても安定した生活が出来る様になりました。今後も共に協力し合い支援の輪を広げて行きたいと

思います。 

 

 

☆成果として、中間就労及び生活保護ありきの就労ではなく、一般就労に於いて、ベトサダでの

全入居者の自立では 39.9％になり、就労支援対象者では 61.4％になります。1ヵ月以上の利

用者の就労率はほぼ 100％でした。 

☆課題として、ベトサダの管理下では就労に対するやる気等の向上が有り、金銭管理等も出来て

いました。しかし、外部に出てベトサダの管理が出来ない状況になった時、人間関係での孤

立により退職、依存症等の再発により金銭管理が出来なく浪費し再び生活困窮等したという

人もいます。支援期間 3 ヵ月と云うのは短すぎで本当の意味での自己改革は出来ないと思い

ます。 
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☆一般就労で繋がった先等での包括支援の継続をして行かねば本当の自立は出来ないと思いま

す。関連団体に就労すれば包括的支援は出来るのですが、まったく外部の企業だとなかなか支援

出来ないという状況になります。本人とベトサダとの繋がりをもっと強化し、いつでも相談及び

社会資源への繋ぎが出来るよう支援したいと思います。 

 

☆「助けられる人から、助ける人へ」がベトサダのアイデンティティーであり、相談者が自立し

てもベトサダスピリッツを継続していけるよう支援しています。 
 

 

Ⅲ．中間就労事業 

 

何らかの障害を持ちすぐに一般就労することが難しい彼等に、ボランティア活動の場及び中間就

労の場を提供し社会で働いていく上での「生きがい、やりがい」を感じて貰い、ボランティア及び

中間就労を通して仲間や地域住民との関係をつくり、再び社会復帰を果たすための意欲を高めて貰

う事と、失われた社会との絆を取り戻すことを旨に支援を行います。 

 

中間就労をしている人たちは、なかなか共同生活に馴染めない為、中間就労者専用に住居を 7部

屋確保しました。それにより中間就労に専念出来るようになったと考えられます。今後の自立に於

いても自分で生活することは必要不可欠であり、自活出来ないのであれば、自立は不可能になりま

す。そういう訓練も含め個人部屋に入ってもらい様子を見て方向性を確認し、次のステップにシフ

トしていきます。 

 

ボランティア活動及び中間就労の場では、ごみ拾い、除雪、食堂、お掃除隊、工事部等が有り、

各人の能力に合わせボランティア就労又は就労訓練を行います。ベトサダでの掃除・賄補助・地域

貢献活動他、なんもさミディアムの食堂、お掃除隊、NH サービス工事部等で行います。中間就労の

場では訓練次第により、一般就労・スタッフへの登用・引き続き中間就労先への就労・他団体との

連携を計り生活保護又は、福祉施設に繋げる等あります。 

 
 

中間就労者数 ベトサダスタッフ 自立 その場に就労 生活保護 
その他 

  （不明・移動・継続含む） 

平成 25 年度 10  1 6 3  

26 年度 14  2 4  8 

27 年度 14 3 2 3 3 3 

計 38 3 5 13 6 11 

 

 

☆【中間就労を経ての自立で計算】 3 年間 21 名の自立で、生活保護受給であれば年平均 7名

×1,356,000 円（1人の年間金額）＝9,492,000 円（1 年）となり、×3年＝28,476,000 円（3

年）の財政削減になります。徴収増財政は、7名（平均）×534,000 円（1年）＝3,738,000 円

となり、3年で 11,214,000 円以上の徴収増財政効果になります。財政効果は 1年で 13,230,600

円・3年で 39,690,000 円以上になります。 

  

 平成 26年度事業では、作業効率を上げる為除雪機・防寒作業着・除雪道具・掃除機等、住環境を

整備する為、灯油ファンヒーター・カーペット・炊飯器・ポット・の購入をさせて頂きました。 
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また、長年使用してきたブラウン管のテレビもかなり故障が多くなり、修理をしてもすぐに不具

合が発生する状態になっていて、テレビチューナーの販売も終了しており、チューナーの買い替え

も出来ない状態になっていました。その為これ以上修理を重ねるよりテレビの買い替えをした方が

良いと云う事で平成 27年度事業ではテレビの購入等をさせて頂きました。 
 

       
 

      
 

 

☆入居者は「見たい番組が見える」「ストレスなく楽しめる」「部屋が明るくなった」等、大変喜ん

でいました。 

 

☆平成 25年 4 月１日より平成 28年 3月 31 日までの期間で 38 名が中間就労訓練を受け、内 3名が

ベトサダスタッフになり、5名が自立に繋がり、13 名が生活保護を受けることなくその場に就職

し、6名が生活保護を受給し、不明 8名、他 3名は引き続き就労訓練を受けています。 
 

     
 

     
  

        
 

平成 27 年度事業より札幌市委託事業になり、札幌市一時生活支援協議会が設立され、受託 4 団

体に入居者振り分け等が有り、入居者も基幹センターを通してくる人もいますので、中間就労に就

く人が少なくなりました。  
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《事例》 

 

ベトサダ入荘→生活保護→中間的就労→一般就労のケース 

対象者→Y・Hさん 48 歳 

 

○平成 26年 10 月より路上生活となる。 

○平成 27 年 5 月、食料品の万引きにより警察沙汰を起こす→被害届が出されないことから厳重注

意。居住地が定まらないため、警察の紹介でベトサダ入荘となる。 

○青年期に負った交通事故の後遺症等があり、すぐに一般就労させるよりもまずは生活保護を受給

させ生活の基盤を作り通院して体調を整える事が最優先と判断し、生保受給となる。 

○およそ１か月後、本人の希望も有り生活保護を停止し中間就労での「おそうじ隊」に入り、ベト

サダ荘を始め関連団体の施設及び一般家庭の簡易な日常清掃業務に従事する。 

 

午前 9 時頃になるとベトサダ荘の玄関先から元気な挨拶の声が聞こえてきます。『お掃除隊』

と呼んでいる中間的就労のメンバーです。 

この人達は様々な事情を抱えベトサダ入荘となりましたが、これまた様々な事情で一般就労は

今すぐは難しいだろうとの判断で、中間就労・生活保護に繋いだケースの方々です。 

 

なかでも Yさんは挨拶の声も大きく、作業に慣れてくると動きもテキパキ、新しいメンバーに

作業を教える姿を好ましく見ていました。私の顔を見ると必ず「働くって気持ちいいですねぇ」

と笑顔で話して来ます。 

 

半年位が経過した頃でしょうか、その Yさんから相談を受けました。 

『仕事を紹介して頂けますか？』『自立したいのです』真剣な眼差しの中に Yさんの「本気」を見

ました。 

 

現在の体調や精神面の状況を確認し、一般就労に就かせて問題無いと判断し、ベトサダで多く

の入荘者を受け入れて下さっている会社に相談してみました。本人は大丈夫だとは言うものの、

やはりいきなりのフルタイム労働は無理があるとの判断で、スタートは週 2回の勤務からとなり

ました。あせらず、じっくりと仕事に慣れてもらおうと思ったのです。 

 

今の Yさんは出勤日数も増え、自立も目前です。 

 

今回のケースはレアケースかもしれません。当然、自立に至らないケースが多々あることは事

実です。しかしこれからもベトサダは、中間的就労を通じ、一人でも多くの方を生活保護から脱

却させる努力を惜しみません。働く事で生き甲斐を見出し、一人の人間の尊厳を守る事に繋がる

からです。 

 

Y さんは自立し一般就労に移行しましたが、就労を継続し本当の意味での一般社会への回帰を

してくれることを心から祈っています。 
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☆成果として、ベトサダニュースにも掲載していますが「体を動かすっていいですね～」「働

くって気持ちいいですね～」「もう少ししたらフルタイムの仕事に就いて自立したいんです。」

等前向きな言動、行動が顕著に現れました。結果 21 名の自立に繋がりました。 

 

☆課題として、ベトサダの管理下では就労に対するやる気等の向上が有りましたが、外部に

出て管理出来ない状態になった時、人間関係での孤立により退職、依存症等の再発により金

銭管理出来なく浪費し再び生活困窮等したという人もいます。支援期間 6ヵ月と云うのは短

すぎると思いますした。 

☆ベトサダで仕事を受注して中間就労を行う事が出来ればよいのですが、その時その時で人

数が違う為請け負った仕事が出来ない可能性が有ります。 

 

☆発達障がい、依存症等の病気は本人の自覚がなかなか認められない病気だと思います。特に

ギャンブル依存は自分の欲望を抑える事が出来ず、欲望、体裁の為嘘をつく事も多く第三者か

らは症状が分からない事がほとんどです。病院等にも連れて行けない、自分からも行かない等、

症状の悪化が進行していく状態になります。 

 

☆このような人達の為、ベトサダとしてワンストップでの支援を行った方が成果が上がるの

ではと考えています。当然のことながら、生活保護を前提にしなければ出来ない支援になっ

ていきます。 
 

 

Ⅳ．刑余者及び高齢者・障がい者・介護が必要な方々への支援活動事業 

 

 刑余者の支援活動は年齢、刑余期間、犯歴回数などの聞き取りを行い、今後の方向性を本人との

相談により決めていきました。犯歴回数が少ない、若年齢（目安として 55 歳以下）の人は就労支

援を行い、他の入荘者と同じ様に居住場所に住み、食事の提供を行い日々の生活を共に過ごしまし

た。行動、就労意欲等を見ながら面談を行い一般生活へ移行出来るか出来ないかの判断をし、出来

る人はそのまま一般就労をしてもらい、出来ない人は生活保護を受けるよう他団体に繋ぎました。 

 

犯歴回数の多い人、高齢者、障がい者は、なかなか一般就労が出来ない為、緊急シェルターとし

て受け入れ、生活保護受給の為の住居が決まるまで生活をして貰いました。生活保護受給の為の繋

ぎ先として、なんもさサポート 123 名、なんもさミディアム 1名、株式会社モナミコーポレーショ

ン 9 名、なんもさ長屋 20 名、なんもさワークス 24 名、北広島ほっとらんど 18 名、希望寮 31 名、

サンレジデンス 39 名、函館かっこう 15名、秀欧会 2名、北海道ネットワーク札幌 1名、北海道ネ

ットワーク苫小牧 1名、草の芽会 5名、共生の森 4名、アムズ 1名、アルル 1名、カーサ・デ・チ

ップ 1名、エーワイシー2名、千葉ガンバの会 1名、労福会 1名、れおん 4名、みんなの広場 5名、

静心寮 3名、あけぼの寮 1名、明啓院 1名、札幌マック 1名他に繋ぎました。 
 

         
 

 要介護の人は初期面談で早急に繋ぎ先を決めます。ベトサダでは介護職員がいない為、介護が出

来ないからです。 

要介護の人は主に連携団体の株式会社モナミコーポレーション・㈱秀欧会福祉サービス他に繋ぎま

すます。 
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生活保護受給する人も早々に繋ぎ先を決め移動までの期間（1日～10 日）はベトサダで受け入れ

ますが、迅速に移動を行いました。当施設は 365 日 24 時間体制ですが他団体は違うので、時間的

な事等で早期移動が出来ないことも多々ありました。 

 

☆生活保護受給者は年々増加していますが、生活保護受給者を受け入れする団体・事業所等に、

この人は受け入れ出来ない等で断られる事が多々あります。新に、どんな人でも受け入れてくれ

る 4団体と連携する事が出来ましたが、事業所の規定・審査が厳しくかなり狭き門になっており、

繋ぎ先が見つからない場合も多々あります。背景として利用者の素行の悪さ・金銭問題・諸々の

トラブル等ありますが、受け入れ先が無いと云う事は問題だと思います。救護施設にしても保護

課からの入所になり、身体検査を経ての入所・入れ墨が入っていると入所出来ない等、早急な入

所に対応出来ないので、受け皿の拡充・対処方法の整備等を行う事が急務だと思います。 
 

 

Ⅴ．声掛け活動事業 

 

札幌一時生活支援事業でも行っていますが、ベトサダでは単独でも巡回相談を行っています。隔

週土曜日 AM6:00～AM8:00 位まで支援を行う為の朝回り等での声かけ、巡回相談、パンフレットの

配布を行い、路上生活者及び予備軍へのアプローチを行うと同時に、新しい情報収集を行いました。

顔見知りのホームレスの方々との話の中で新規の人の情報、今はこのあたりに人が集まっている等

の情報を貰います。そして、ホームレスの人達の安否確認も兼ねて行っています。新しく声を掛け、

相談をしてくれた人は迅速に繋ぎ先を決めるよう手配します。もしくは、ベトサダ荘に数日間入っ

てもらい、体力を回復させ、今後の方向性を聞き取りどうするか決めていきました。 

年に 1～2回同行取材が有りテレビ放映されています。 
 

    
 

    
 

      
 

Ⅵ．緊急避難施設（シェルター）事業 

 

 生活支援として、住居の確保を行いました。住所が無いと就職もしくは家を借りる事が出来ない

為、住居を定め自立できるよう支援しています。緊急シェルター兼住居のベトサダ荘（28 名収容、

期間 3 ヵ月）、吉野ビル（7 名収容、期間 3 ヵ月）、マンションハッピー（5 名収容、期間 3 ヵ月）、

中間就労者住居の幸星ハウス（7 名、期間 6 ヵ月）アブニール（2 名、期間 6 ヶ月）等の住居を提
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供しています。 

 

そして、衣類の提供、食事の支援を行い、不安無く就労し、一日でも早い自立が出来る様に支援

を行います。ベトサダ荘では緊急シェルターも兼ねている為、深夜でも受け入れ要請があります。

その為、24時間スタッフが常駐し、いつでもどんな事にも即対応出来る様にしています。日頃から

入居者に対し常に声かけ等を行い、相談しリスクヘッジを行い、自立に向けたサポートを行います。 

尚、ベトサダでは全国でも他にない、即時入居を行っています。他の地域は面談を行い、後日審

査の上入居になるのですが、北海道という地域性もあり、冬場では生死に関わりますので即時入居

を行います。また、警察からの依頼も全国ではほとんど無いと云う事ですが、平成 25 年 4 月 1 日

より平成 28 年 3月 31 日迄で 156 件（警察のみ）の受け入れが有りました。 

 

緊急シェルターとしての緊急受け入れは 365 日 24 時間体制で受け入れしていますので、平成 25

年 4 月 1日より平成 28年 3 月 31 日迄でベトサダ受け入れ人数は 877 名になります。 

 

医療支援では、北海道根室振興局保健環境部長・根室保健所長（兼任）中標津保健所長 伊藤則彦

医師による訪問診療、コロンビア内科 小谷晃司医師によるインフルエンザ予防接種（共にボラン

ティア）、健康保険の申請の手伝い、常備薬の配布、病院への送迎、情緒不安定、ストレス等のリス

クヘッジの為のカウンセリング等を行いました。 
 

     
 

Ⅶ．24時間対応電話相談事業 

 

夜間の電話相談、受け入れ等の業務に専属スタッフ 3名を置き、いかなる時でも支援できる体制

をとりました。警察署、刑務所、行政福祉課、市民情報、本人のインターネット検索等による、相

談、連絡、要請等が有ります。緊急シェルターとしての緊急受け入れは、365 日 24 時間体制で受け

入れしています。平成 25 年 4 月 1 日より平成 28 年 3 月 31 日までの夜間電話相談は 449 件あり、

18：00～8：00 までの受け入れは 285 件ありました。特に警察関係は 130 名になり、警察関係及び

自分からの SOS は深夜に集中します。 

 

《データ表》※Ｈ24 年度は 7月からの集計に基づく為実数より 70 名少ない集計になっている 

月別・年代表 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

20 才以下     1   6 2   2 3 4 1   19 

20 代 11 11 18 14 15 11 17 16 9 8 15 11 156 

30 代 10 11 27 15 19 15 23 15 15 14 13 16 193 

40 代 15 16 16 20 24 22 12 14 14 15 19 15 202 

50 代 6 16 5 10 15 17 7 9 18 13 16 7 139 

60 代 2 12 6 9 5 8 10 7 8 7 5 7 86 

70 才以上 1 1   1 1 1 1 1 1 3   1 12 

計 45 67 73 69 85 76 70 64 68 64 69 57 807 
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入荘経路 

  
警察 

弁護士 
市役所等 ジョイン 見回り 相談会 他団体 親族知人 自分 計 

20 才以下 5 6   1 0 1 1 5 19 

20 代 27 13 11 4 0 13 11 77 156 

30 代 46 26 16 0 0 23 11 71 193 

40 代 48 25 17 5 0 35 11 61 202 

50 代 44 29 9 3 2 17 12 23 139 

60 代 34 16 3 3 0 15 6 9 86 

70 才以上 6 2 1 0 0 3 0 0 12 

計 210 117 57 16 2 107 52 246 807 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入荘時刻 

  0 時 1 時 2 時 3 時 4 時 5 時 6 時 7 時 8 時 9 時 10 時 11 時  

 人数 9 6 8 4 6 7 5 9 11 15 43 64 

  12 時 13 時 14 時 15 時 16 時 17 時 18 時 19 時 20 時 21 時 22 時 23 時 計 

人数 52 50 61 81 78 70 62 53 43 38 16 16 807 

以前の居住地 

  市内 道内 道外 計 

20 才以下 6 7 6 19 

20 代 75 37 44 156 

30 代 93 57 43 193 

40 代 90 56 56 202 

50 代 58 39 42 139 

60 代 54 18 14 86 

70 才以上 7 2 3 12 

計 383 216 208 807 

利用期間 

  
1 週間

未満 

1 ヵ月

未満 

3 ヵ月

未満 

3 ヵ月

以上 
計 

20 才以下 6 6 4 3 19 

20 代 56 45 39 16 156 

30 代 90 54 37 12 193 

40 代 90 59 46 7 202 

50 代 79 43 15 2 139 

60 代 64 20 2 0 86 

70 才以上 11 1 0 0 12 

計 396 228 143 40 807 

現在の状況 

  自立 生保 不明 逮捕 入荘中 死亡 計 

20 才以下 11 4 3 1 0 0 19 

20 代 91 30 23 4 8 0 156 

30 代 104 50 30 1 8 0 193 

40 代 85 81 26 4 6 0 202 

50 代 48 78 9 1 2 1 139 

60 代 15 61 10 0 0 0 86 

70 才以上 1 11 0 0 0 0 12 

計 355 315 101 11 24 1 807 
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市内, 47%

道内, 27%

道外, 26%

以前の居住地比率

市内 道内 道外

1週間未満

49%

1ヵ月未満

28%

3ヵ月未満

18%

3ヵ月以上

5%

利用期間

1週間未満 1ヵ月未満

3ヵ月未満 3ヵ月以上

警察弁護士

26%

市役所等

15%

ジョイン

7%

見回り

2%
相談会

0%

他団体

13%

親族知人

6%

自分

31%

入荘経路

警察弁護士 市役所等 ジョイン 見回り

相談会 他団体 親族知人 自分

自立

44%
生保

39%

不明

13%

逮捕

1%

入荘中

3%

死亡

0%

現在の状況

自立 生保 不明 逮捕 入荘中 死亡
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３年間で８７７名！！！ 

 

札幌国際大学短期大学部 講師 

労働と福祉を考える会 代表 

山内太郎 

 

生活困窮者支援に限らないことであるが、ある事業を継続するためには一定程度の運営資金を確

保する必要がある。そのため、一般的には事業の利用者から利用料等を徴収することになるが、生

活困窮者支援の領域については、利用者に安定した収入や資産等を持っていない場合が多く、した

がって利用料による事業収入はほとんど見込めない状況である。そのような中で生活保護受給者を

支援の対象とした場合は、毎月支給される保護費から利用料を徴収することが可能となるのだが、

他方で、生活困窮者支援団体を名乗る者の中には、ホームレス者をはじめ生活困窮者に対して生活

保護を申請させて、支給される保護費をピンハネするという、いわゆる「貧困ビジネス」業者も数

多く存在している。実際のところ生活保護受給者を対象にした「健全な」支援団体と貧困ビジネス

業者を明確に線引きすることは難しい。 

 

「特定非営利活動法人 自立支援事業所ベトサダ」は、安易な生活保護の利用はかえって本人の

自立の妨げとなる場合があるという考え方のもと、できるだけ生活保護を利用せずに就労によって

生活困窮者への自立支援を行うという方針を打ち出している。もちろんこの考え方そのものには議

論があるだろう。ただ、生活保護の利用を支援の方法としないことは、貧困ビジネス業者とは一線

を画すという意味で、ベトサダの運営の健全さを示す側面ともなっている。 

 

とはいえ、そうした「健全さ」は反面、運営資金をどのようにして確保するかという問題と表裏

である。現時点における具体的な方法は、ベトサダの事業内容に賛同した人たちからの寄付と WAM

をはじめとした各種助成金等ということになる。ただし、寄付金や助成金等で賄っていくためには、

ベトサダが行っている事業の必要性を広く市民に理解してもらわなければならず、言ってしまえば

本報告書もそうした必要性の中で書かれている。つまり、多くの人たちにベトサダの取り組んでい

る事業の重要性を知ってもらうことが、安定した運営のためにも欠かせないわけである。ここでは

そのことを念頭に置きながら、ベトサダの行っている事業の意義と課題について報告書の内容を踏

まえつつ整理したい。 

 

私がここで特に注目したいのは、過去 3 年間（平成 25～27 年度）の入居者数が 877 名に上って

いるという事実である。これはベトサダ荘への入居によって、これだけの人数が脱路上を果たせた

ことや路上に放り出されずに済んだということを意味している。厚生労働省が毎年行っているホー

ムレス実態調査によれば、ここ数年の北海道におけるホームレス者数は 30～50 名程度で推移して

いる。調査結果が「この程度の数字」で収まっているのは民間支援団体等の取り組みがあってのこ

とといえるが、その中でもベトサダの扱っている件数は群を抜いている。おそらくベトサダがなけ

れば北海道のホームレス者の数字は全く異なったものになっているだろう。 
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また、報告書によれば、入居者がベトサダを訪れる前の住所は、札幌市が 382 名、札幌市以外が

425 名となっている（平成 25 年度の 70 名分が不明）。半数以上が札幌市以外であるということは、

生活困窮者の問題を札幌市だけで対応すべき問題ではなく、北海道全体（あるいは道外も含む）で

対応するべき問題という広域的な視点の必要性を示唆している。このように考えると、札幌を拠点

としているベトサダは、もはや民間の一支援団体としてできる範囲を超えているのではないかとす

ら思える。 

 

さらに、3年間で 877 名という数字は、28 名定員というベトサダ荘の収容規模を考えると、驚異

的な部屋の稼働率と言えるだろう。この稼働率の高さは、アセスメントから支援方針決定までのプ

ロセスがスピーディーであることによるが、そこには具体的に二つの理由を挙げることができる。

一つは前述のとおり、ベトサダでは方針として生活保護を利用するのではなく、できるだけ就労に

つなげることを目指しているためである。ベトサダでは 3年間で 350 名もの人が一般就労を果たし

ているが、就職して社会復帰をするという目的を持った人を支援の対象にすることで入居期間が短

いサイクルで支援が展開できるようになっている。また、就労支援を中心にした事業とすることで、

民間企業からの認知も進み、近年ではベトサダからの就職を見据えた動き（社員寮の整備や正規雇

用まで見通せる採用）が出始めているという。こうした動きは、ベトサダの事業方針がブレること

なく続けられたからこそ生み出されたと言えよう。ただし、就労による自立に向けた支援には課題

もある。報告書によれば、ベトサダの支援を受けている間は金銭管理も含めてうまく生活していた

人たちも、一般就労等によってベトサダの支援から離れると再び生活困窮に陥ってしまう場合が多

くみられるという。そのため現在、一般就労につながった後も本人の状況を確認できるように理解

のある就労先を開拓中であるとのことだが、こうしたフォローアップ体制の確立が課題となってい

る。 

 

一方、ベトサダ荘の部屋の稼働率が高いもう一つの理由は、就労が難しいと思われる人に対して

中間就労事業や他の支援団体につなぐという判断が速やかに行われているためである。報告書によ

れば、就労が難しいと思われる人とは、高齢者、障がい者、犯歴の多い刑余者（の一部）などであ

るとしているが、ベトサダの方針に倣えば、本来的には就労する見込みのない人は入居対象となら

ない。しかしながら、もちろん入居後のアセスメントの結果、就労が難しいと判断された場合もあ

ると思われるが、明らかに就労ができないと思われる人も相当数受け入れているのである。実はベ

トサダは札幌における緊急シェルターとしても非常に重要な機能を果たしており、3 年間で 330 名

以上を道内外の支援団体につないでいる。その連携先は 25 団体を超えているが、こうしたネット

ワークの構築と支援内容の住み分けもベトサダが取り組んできたことの一つであろう。ただし、就

労が難しい人というのは、単に仕事ができないということだけではなく、支援をすること自体も難

しい、様々な課題を抱えた人でもある。最近は受け入れが難しくなってきて、つなぎ先の確保が困

難な場合もあるという。しかしそれでもベトサダでは、今日行き場のない人たちが休める場所を提

供し続けている。 

 

報告書によればベトサダでは全国でもほとんど例のない審査なしの即日入居を原則的に行って

いるという。それは厳しい気候条件である北海道において非常に重要な意味を持つ。もちろんどの

ような人でも一旦受け入れるというのは想像以上に難しいことであろう。トラブルの可能性を考え

ればそう簡単にできることではない。しかし、就労による自立を支援の方針に掲げつつ、より大切



~ 18 ~ 
 

なのは人の命であると、ベトサダの取り組みはそう訴えかけているように思える。 

 

繰り返しになるが3年間で877名の受け入れという数字は北海道の生活困窮者支援団体の中でも

驚異的である。このことはもっと注目されてよいことであり、市民の理解があってこの事業の運営

資金が確保されていると考えれば、是非とも強調しておきたい。 
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ベトサダの活動に寄せて 

 

北海道合同法律事務所 

弁護士 池田賢太 

 

 日頃より、生活困窮者支援に献身的なお働きをされている NPO 法人ベトサダに心から敬意を表し

ます。また、初代代表理事を務められ、２０１５年１１月１８日に急逝された眞鍋千賀子さんの平

安をお祈りいたします。 

 

 さて、ベトサダの活動については、周知のとおりであり、その名を全国に知らしめておられます。

私自身、生活困窮者支援に携わることになって間もないこともあり、先達の皆さまに教えを請いな

がら、お手伝いをさせて頂いております。 

 

 WAM 助成の趣旨を見ますと、冒頭に「今日、少子化、高齢化が進行する中、高齢者や障害者の孤

立、児童虐待、子どもの貧困、若者を含めた『格差問題』などの福祉課題がますます複雑化、深刻

化していく一方、地域の絆が薄れ、家族機能が弱くなるとともに、行政による対応にも限界が指摘

されています。こうした中で地域における互助や共助、支え合いがあらためて重要となり、NPO 法

人などによる民間の福祉活動に対する期待が高まっています。」とあります。まさにベトサダを通

してみる社会そのものが描かれているとともに、ベトサダへの期待が述べられているようです。 

 

 平成 27年４月から平成 28 年３月までのベトサダ荘の利用状況調べを見てみますと、高齢者ばか

りではなく、20 代や 30 代の若者の利用が多いことも分かります。ベトサダ荘利用までの経緯から

は、行政の支援も、家族の支援も受けられずに、自殺未遂を図ったり、あるいは犯罪に至ったりす

るケースも散見されます。近くて遠い行政の存在や、社会全体が貧困に陥っていると感じます。経

済的に貧しいのみならず、精神的にも貧しいという状況が社会全体に広まっているのではないか。

その結果、「絆」や「相互扶助」という考え方がどんどんと消えているように思います。 

 

 その中で、ベトサダがある、ベトサダに繋がるということは、大きな希望だと思います。ご承知

のとおり、ベトサダは心と体を癒す泉です。エルサレムではなく、札幌市北区に愛に満ちた希望と

癒しの泉が湧いていることは、私にとっても大きな希望です。 

 

 私たちは、私たち一人ひとりが幸せに、よりよく生きるために社会を作りました。そこからこぼ

れ落ちそうになる人がいれば、社会を作った目的に立ち返り、その人を救うのが、私たちの社会の

責務です。ここにいう社会は、国家と置き換えてよいものです。国家の責務として、人間らしく生

きることを保障しなければなりません。これを法律学では「社会権的基本権」と呼び、日本国憲法

においては 25 条の生存権がその典型です。したがって、ベトサダの活動は、本来行政が担わなけ

ればならない仕事です。このことは、決して忘れてはならないことだと思います。 

 

 しかし、現状は、その仕事には限界があり、ベトサダを始め多くの支援団体、支援者がこれを担

っています。行政が担いきれない部分を担うのですから、財政的な支援をさらに強化すべきだと思
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います。そのためには、私たち社会の構成員一人ひとりが、社会保障や生活困窮者支援に対する理

解を深める必要があります。 

 

 生活保護にしても、直接利益を受けるのは、受給者かもしれません。しかし、いつ自分が困窮す

るかなんて全く分かりません。人生一寸先は闇と言われるとおりです。また、生活保護から就労に

繋がり、自立していく人もいます。自立し、社会に能力を還元してくことが出来るならば、それは

社会全体にとっても利益があることです。その意味で、社会全体が利益を受けているのです。 

 

 生活困窮者や支援を必要とする人は、私たちの社会の中にいるのです。私たちは、その社会と無

関係に生きることはできません。社会の問題は私の問題であり、私の問題は社会の問題でもあるの

です。「助けられる人から、助ける人へ」というベトサダ・スピリッツは、まさに私たちの社会がよ

りよい方向へ進むためのスピリットでもあります。 

 

 これからのベトサダのご活躍に期待しつつ、期待だけではなく、私自身の課題として、その活動

を一緒に担うのだということをお誓いして、活動に寄せてのメッセージと致します。 
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「働く」を大切にする活動 

  

NPO 法人コミュニティワーク研究実践センター 事務局長 

岩見沢市生活サポートセンター りんく センター長 

 湯澤 真吾 

 

 ベトサダ様との初めての出会いは、平成２４年の７月のはじめ頃です。私どもの団体では、ニー

ト・引きこもりといった若者の仕事づくり・就労支援・生活支援からスタートした団体です。 

 

当時、道庁では絆再生事業という事業の補助金を交付しており、この補助金は、ホームレスに限

らず、路上生活に今後陥る可能施のある者も支援対象者としており、私どもの団体でも応募し、交

付が決定したところでした。私たちは、引きこもり等の若者支援のノウハウの蓄積はありましたが、

「ホームレス」の方の支援をした経験はありませんでした。そのため、当時ベトサダの代表であり

ました眞鍋様のところにご挨拶に行き、ホームレス支援の現場についてお話をお伺いしました。若

者支援の現場とはまた異なる現実や難しさがあると教えて頂きました。その後は、眞鍋様の方から

ベトサダ荘に入荘している若い方で、個別支援が特に必要な方をご紹介して頂き、私どものコミュ

ニティハウス「れおん」で支援をさせて頂いたりもしました。生活保護の申請やシェルターを出た

後の住居の確保などなど、どれも経験したことのなかった、私たちにとっては、色々なノウハウを

ご指導して頂きました。今も継続している、札幌中心部の巡回相談も、私どものスタッフだけでは

不安なので眞鍋様にお願いし、ベトサダ様のスタッフの方に、一緒にまわって頂きました。毎週土

曜日の朝、札幌中心部に滞在しているホームレスの方々に声をかけながら、団体の状況や支援方法

や就労先などについて情報を共有させて頂きました。 

 

 「働く」ということを、ベトサダ様はとても大切にされています。すぐに働ける方はもちろん、

色々な背景で働くことが難しい方も、本人に「意志」があればそれを応援してこられました。ホー

ムレス支援の現場において、「働く」を応援するためには、よくある面接練習や応募書類の添削指

導・アドバイスなどその団体で自己完結するような方法は意味がありません。ひとり一人が、非常

に難しい背景を抱えています。一番大切なことは、「企業の方々の応援や協力を得る」、言葉では簡

単ですが、支援側と企業側が連携するのはそんなに容易いことではありません。ベトサダ様は、そ

の一番難しい部分を、企業の方々とよくお話され、ゆっくり時間かけ、信頼関係をつくり、中間的

就労のネットワークを築いてきました。入荘している方のことを理解して頂き、企業の方にも応援

して頂く。支援団体や支援機関が、その方の状況を理解し、寄り添いながら支援をするというのは

当たり前のことですが、「働く」現場ではそうではない現実も多々あります。 

 

上手くいく時はいいのですが、上手く行かなかった時、企業の方への対応をどうするのかが、問

われます。仕事に就いてもすぐに辞めてしまう方、約束を守れない方、遅刻・欠勤が多い方もいら

っしゃいます。ベトサダ様は、たくさんの方の支援をしているため、ご迷惑をおかけ、スタッフの

方が謝りにいくこともたくさんあったのではないのかと思います。（違っていたらすみません）そ

の度に、スタッフの方々が、礼節を持って企業の担当の方とお話された。ベトサダ荘の入荘者が一

生懸命働いて、企業の利益につながった、それもあると思いますが、それだけでは中間的就労のネ
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ットワークはつくれません。スタッフの皆さんの力は大きかったのではないかと、同じ支援団体と

して思います。 

 

 私どもの施設に入っている方も、ベトサダ様に紹介して頂いた企業で、働いている方がたくさん

います。築いてきた信頼関係が、支援の輪を広げています。 

「働く」ことがすべてではないと思いますが、やはり「働いて」自立したい方がたくさんいらっし

ゃいます。「働く」ことで得られことは「お金」だけではありません。仲間・やりがい・達成感・チ

ャレンジ・役割・苦労・疲労など、良いことも悪いことも得られ、人生を豊かなものにしてくれま

す。 

 

ホームレスになり、相談に来られ方は、所持金や住居はもちろん、仕事、家族、友人など本当に

たくさんのものを失い、人生のどん底の時かもしれません。どん底？から、再び、豊かな人生へ向

け、ベトサダ荘から歩み出します。ベトサダ様と応援してくださった企業のおかげで、たくさんの

人の人生が、再び豊かになったのではないかと思います。 

 

 最後に、私がベトサダ荘に行くと、よく夕食をごちそうして頂きます。ひじょうにボリュームが

あり、とても美味しく、栄養のバランスもいいのかなぁと。「働く」を支えるためには、食事はとて

も大切です。お昼のお弁当も、スタッフの皆様が朝早くから準備し、持たせているそうです。 

  

 人がつまずき、挫折した時、再び豊かな人生に歩み出すには、たくさんの人たちの応援が必要だ

と、ベトサダ様の活動から教えて頂きます。 

スタッフの皆様、体に無理せず、今後とも頑張って下さい！（お互いに頑張りましょう！） 
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札幌市のホームレス支援事業とベトサダの活動について 

 

札幌市保健福祉局総務部保護自立支援課   

 指導担当係長 阿保 純基   

 

 平成 27 年 4 月 1 日付けで生活困窮者自立支援法が施行され、札幌市では札幌市就労生活支援セ

ンター「ステップ」、札幌市ホームレス相談支援センター「ジョイン」の開設など、生活困窮者の支

援に向けた新たな取り組みを開始いたしました。 

 

 札幌市のホームレス支援の取り組みは、これまでも「ホームレス総合相談会」の開催やホームレ

ス相談員による「街頭相談」、生活保護を申請したホームレスを対象とした「救護施設緊急入所」

「救護施設就労支援入所」、また、生活保護申請者を対象に、あらかじめ借上げしたビジネスホテル

で宿泊場所と食事を提供する「緊急一時宿泊事業」などを行ってきました。 

 

ジョインは、これらの取り組みの一部を引き継ぎつつ、新たに住居を喪失した生活困窮者を対象

としたシェルターを開設し、衣食住の提供を行う「一時生活支援事業」と、相談支援員が今後の困

窮状態の脱却に向けて支援を行う「自立相談支援事業」を併せて行うことで、より効果的なホーム

レス支援を行うことを目的としております。 

 

 ジョインの運営は、平成 27 年 3 月まで札幌市内で「ホームレス等貧困・困窮者の「絆」再生事

業」の補助金を受けてシェルターを運営していたベトサダを含むＮＰＯ法人４団体と、これらのホ

ームレス支援団体が中心となって構成された一般社団法人札幌一時生活支援協議会に、札幌市が事

業を委託することでスタートしました。 

 

 事業を開始して間もなく２年が経過しますが、事業開始以降、ジョイン全体では平成 28年 12 月

末時点で延べ 1,349 名の相談があり、そのうち 655 名がシェルターを利用しました。また、支援を

行った結果、185 名が就労による自立、285 名が生活保護制度にそれぞれ繋がっております。 

 

 なお、このうちシェルター定員の最も多いベトサダでは、580 名の相談、371 名のシェルター利

用と、利用者全体の約半分を占めており、本事業において大きな役割を担っております。 

 

 ベトサダは「生活保護に頼らない生活困窮者支援」を活動の柱とし、10年以上にわたりホームレ

スの支援を行っている団体であることは、皆様ご存知のとおりでございます。 

 

 私自身は現職に就いてまだ 1年も経過しておりませんが、前職の３年間、区の保護課で査察指導

員をしておりました。その当時、ホームレス支援にはほとんど馴染みが無く、恥ずかしながらベト

サダという団体名も知りませんでした。しかし、その時に関わったあるホームレスの方がきっかけ

で、ベトサダのことを知ることになりました。 

 

 結果だけ言うと、私ではそのホームレスの方の支援がうまくいかず、別に近隣住民からの情報提
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供受けて支援を行ってくれたのがベトサダでした。 

 

 ベトサダでは、病院受診を勧めても拒まれるなど、頑な態度であったことから、当初は年金で住

居を確保するまでの短期間の支援となりました。ただ、その後しばらくして、「困ってどうしたら良

いかわからない」と本人がベトサダに助けを求めてきたことから、再び支援を行ったことを聞きま

した。 

 

 実のところ、ジョインとして事業を開始し、約２年が経つなか、（ベトサダだけに限りませんが）

「以前ベトサダを利用したことがあるが、他にどこへ頼って良いかがわからなくて・・・」と、再

度支援に繋がるケースが多くあります。 

 

よく言われることですが、ホームレスとは単に家を失った状態（ハウスレス）では無く、まさに

社会や人との繋がりを失ってしまったが故に、帰る場所を失ってしまった状態だと思います。 

  

 ホームレスとなった方が、就労や生活保護等の活用により生活基盤を整えることは当然重要なこ

とですが、その過程のなかで人や社会との繋がりを築き、それを維持できなければ、再びホームレ

スとなってしまうということを、この事業に携わるようになって改めて感じるようになりました。 

 

札幌市でも、失ってしまった社会や人との繋がりを取り戻して欲しい、その繋がりを一緒に作っ

ていきたいという願いを「ジョイン」という愛称に込め、ホームレス支援事業を行っております。 

 

 支援を受けて、一度は自立に至ったものの、結果的にうまくいかず再度支援に繋がる方もいれば、

困って相談をくれたものの支援を拒む、といった方もおります。 

ただ、そういった方々にとって、いざ「頼れる場所が無くて困った」と感じたとき、ベトサダを

初めとしたジョインがその繋がりの一つであって欲しいと思います。 

 

ベトサダが活動を始めて 10 年以上経ち、ジョインのシェルターとしてのみならず「ホームペー

ジを調べて来た」「人づてに聞いた」「交番等から紹介されて・・・」といった経路で、直接ベトサ

ダに足を運ぶ方も多くなっております。 

 

 真の意味でホームレスから脱却するために、また、一人でも多くのホームレスを支援するために、

ベトサダの活動が広がることは、札幌市のホームレス支援全体にとっても大きな意味を持ちます。 

 

 これまでのベトサダの活動に心から敬意と感謝を表しますとともに、今後ますますのご発展を記

念申し上げます。 
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Ⅷ．2013 年事業 

 

○実施体制・事業実施過程 

 ベトサダに相談に来られる人の面談を当団体代表が行います。その面談により方向性を引き出し

ていきます。一旦ベトサダに入荘し、生活をスタートします。その状況をスタッフが見守り１週間

後、伴走型支援士と再度カウンセリングを行います。初期面談で見えなかった事を１週間でスタッ

フが把握し、状態を考慮の上、カウンセリングを行って貰い、再度方向性を相談し、他団体に繋げ

る、もしくはベトサダで就労活動を行う又は、中間就労で就労訓練をするかを決定します。初期面

談で判断する事も有りますが、生活してみないとわからない事も有るので、様子を見守りながら、

その人に合った団体に繋ぐ場合もあります。繋ぎ先の入居人数の関係も有りますので、待機期間が

少し延びる場合も有ります。ベトサダに入居後は１か月後、２か月後で状況の整理、伴走型支援士

によるカウンセリングを行います。それにより支援の方向性の見直しを行い、入居者のモチベーシ

ョンアップ、リスクヘッジを行います。 

 

○事業の具体的な成果 

（成果） 

 2014 年 3 月 31 日現在ベトサダ荘では 37 名の人が自立に向け生活しています。18歳から 54 歳ま

での入居者で平均 34 歳と極めて低年齢化傾向にあります。 

緊急シェルター対応及び、自立支援者数は年間 314 名が利用しました。期間の長短に関わらず支援

希望者は後を絶ちません。中間就労等の効力に由るものか、実質自立した人は 105 名になります。

昨年の倍以上上回りました。若年層が多くなったという事も有りますが、早期就労を目指し、年間

プラン（長期、短期）を立て実行し、期間内での貯蓄が出来ていたからだと思います。 

 

継続的伴走型支援により個々と向き合い、状況に応じた支援が出来つつあります。残った 209 名

に関して、140 名は家に帰る及び関連施設（病院等）に移行をし、生活保護、障害手帳の申請を行

いました。残った 69 名中 2名は再度収監され 67 名は残念ながら無断退荘で行方不明です。これか

らも早急な自立を促すのではなく、地域、連携団体等と支援方法を共有し、社会復帰した後も路上

生活に戻らない様に絆を強くし継続的伴走型支援を行って行きたいと考えています。 

 

（課題） 

 関連施設にて中間就労の場で就労訓練を行いました。精神的に強くなり、仕事に対する取組み方

も前向きに持って行けるようになりました。しかしながら、就労訓練後の就業率がかなり低いです。 

今年度 10 名が中間就労を受けました。7 名が自立（その場に就労含む）・3 名が生活保護を受けま

した。 

 

☆今現在、景気回復傾向にあり、雇用率アップと言われていますが、就労する為のスキルが

低いという事もあると思いますが、本人が働く事に意欲を持って、一般就労し自立をしようと

考えても、やはり働く場が少ない、又は派遣業での仕事しかないと云う状況です。そのような

状況で自立後、安定した一般生活が出来るのか疑問に感じます。スキルアップしても受け皿の

問題が解決しない限り、再路上するという事も考えられます。 

 

 刑余者の受け入れをしています。矯正施設退荘後当施設に相談に来られます。就労支援をするこ

とになり生活をしますが、なかなか就労出来ません。個々の問題も多々あると考えられますが、や

はり受け皿の問題もあると思います。まず、履歴書を書く段階で空白の月日が有ります。その間の

状況を話ししないといけません。雇用する側としては良い人材を求めます。就労場が少ない上、偏

見を持たれる人もいらっしゃいますので、より就労場が狭まります。当施設と関連施設的関係を構

築して、働ける場を作れる様に企業様に働きかけをしたいと考えています。働く場が無いと再犯率

は上がって行きます。これらの状況を考えただけでも、次の課題は如何に安定就労が出来るかだと

考えています。 

 

 

はじめに.docx
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○連携 

【コミュニティーハウス「れおん」】 

軽度の障害が有り、早急に一般就労が出来ない人のケアを行って貰い、合同での朝回り、巡回等 

【秀欧会福祉サービス株式会社】  

介護が必要な高齢者 

【合同会社なんもさサポート】   

初期カウンセリング、勉強会、生活支援で生活保護対象者 

【NPO 法人中間就労支援協会なんもさミディアム】 

中間就労を業務委託、一般就労に向け訓練 

【なんもさワークス】       

入居者のカウンセリング依頼、生活保護申請者の繋ぎ 

 

該当する支援対象者に合わせ各団体に繋ぎ、生活困窮からの脱却、一般就労への訓練、医療福祉

の実行、生活福祉の実行などを行い一般社会への復帰をサポートしています。 

 

 他団体との連携も新たにでき、より広く支援の輪が広がり、支援対象者との絆を強くする事が出

来たと思います。これからも連携先を拡充し、より包括的伴走支援が出来るようにしたいと考えて

います。 

 

 

○波及効果 

 ☆当団体では生活保護に頼らない支援をしています。緊急シェルター、一時預かり等の支援も

行いますが、基本的な考え方は、「1 人でも多くの人に自立して社会復帰してもらう」と云う事

です。 

☆2013 年度は 105 名の方が自立していきました。生活保護で考えるなら、1 人当たり月額約

￥113,000 の保護費が掛かります。年間で約￥1,356,000 になります。今期 105 名の自立を考え

れば、月額でも約￥11,865,000 の財政削減を行った事になります。年間で考えれば各人の×月

数になります。膨大な効果だと考えられます。一旦生活保護をとっても、その後自立する人が増

え再路上しない限り効果は上がって行くと考えられます。当団体の受け皿になってくれている

支援団体がいてこその成果です。共に協力し合い支援の輪を広げて行きたいと思います。 

 

 

○新たなニーズ・事業展開 

 今後も継続的伴走型支援を行う為にも、安定した財源が必要なのですが、現在はまだ寄附金、助

成金に依存しています。今後も活動を続ける為には、寄附金、助成金を併用しながら、当団体で安

定収入を得るための事業が必要不可欠だと考えます。その為には現在、協力団体に依頼している中

間就労を発展させ、当団体でも事業を確立し外部からの発注を受注できる様に事業展開を行い、

個々のスキルアップ及び団体としてグローア 

ップをする事だと考えています。 

それにより、官庁からの受託事業を受けられるように働きかけ、広報活動により認知度を高め支援

の輪を広げて行き、現存する協力団体、自治体の他に協力団体を増やし、当団体との連携を深め、

生活困窮者の総合的自立支援及び継続的伴走型支援を行っていこうと考えています。 

 

  ☆(問題点)入居期間の問題が有ります。外部から仕事を受注しても入荘者は短期サイクルで変

わります。及び時期により入居者数の変化が有ります。それ故仕事を受注しても出来ない事態に

なる可能性が有ります。 

 

今後も他団体、自治体、企業様のお力添えが不可欠だと考えます。非正規雇用から正規雇用に移

行できるように、企業様と連携が取れればと考えています。 

 



~ 27 ~ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

最近、特に当施設への依頼が多いのは、警察署、服役中である

が出所後に住むべき場所がない者やその弁護士、市役所等から

であります。 

特に緊急性を要する警察関係者からは、真夜中の依頼も少なく

ありません。 

 

それに対応できる団体は、札幌では当ベトサダのみなので、出

来るかぎり対応しております。 
住む場所と自立（就労）の大切さ 

驚くべきデータとして、平成 23 年の場合、満期釈放となった者 13,938 人のうち帰住先がない者は

6,600 人でありました。住む場所がない＝就労が難しいという状況から、ホームレスになったり、

また犯罪に走ってしまうという悪循環がみられます。 

 

そしてなぜ就労が大切かというと、無職者の再犯率が有職者の再犯率の５倍を超えるという数字が

物語っていると思います。有職者の再犯率が 7.6％に対し、無職者の場合は 40.4％となっておりま

す。 

ベトサダが行っている、住む場所の提供と就労するための支援は、社会に活力を与える大切な役割

だと自負しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 お願いします

● 生活保護に依存しない若者への自立支援 

● 早期就労が困難な若者へのパーソナルサポート

及び中間就労支援活動 

● 刑余者及び高齢者・障がい者への支援活動 

● 介護が必要な方々への支援活動 

● 札幌市内における路上生活者及び生活困窮者と

思われる人への声掛け活動 

● 路上生活者の緊急避難施設（シェルター）の設置 

● ２４時間対応電話相談 

● アフターフォロー活動 

● 学習支援活動 
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利用状況 （以下の表は 7月以降の数値） 

      
 

 

実行委員会 議事録 

日時 場所 出席 議題 備考 

H25 年 7月 28 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
5 名 

中間就労進捗状況（なんもさミディアム） 

勉強会実施について（なんもさサポート） 

カウンセリング報告 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況 

8/15「伴走型支援について」告知作成について、打合せ 

早期対応者について 

なんもさ 2 名、ミディアム 3 名、秀欧会 1 名、レオン 1 名 

8 月 25 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
5 名 

中間就労進捗状況（なんもさミディアム） 

勉強会実施について（なんもさサポート） 

カウンセリング報告 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況 

9/12「中間就労について」告知作成について、打合せ 

移動、自立予定者について 

なんもさ 1 名、ミディアム 3 名、秀欧会 0 名、レオン 0 名 

9 月 22 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
5 名 

中間就労進捗状況（なんもさミディアム） 

勉強会実施について（なんもさサポート） 

カウンセリング報告 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況 

10/10「野宿者の状況と全道のサポート体制」告知、打合せ 

問題点について 

なんもさ 4 名、ミディアム 3 名、秀欧会 0 名、レオン 1 名 

10 月 27 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
5 名 

中間就労進捗状況（なんもさミディアム） 

勉強会実施について（なんもさサポート） 

カウンセリング報告 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況 

11/21「ホームレス支援の自立への道」告知、打合せ 

管理状況 

なんもさ 2 名、ミディアム 4 名、秀欧会 2 名、レオン 2 名 

11 月 24 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
5 名 

中間就労進捗状況（なんもさミディアム） 

勉強会実施について（なんもさサポート） 

カウンセリング報告 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況 

12/19「ホームレス自立支援の道すじ」告知、打合せ 

自立者について 

なんもさ 1 名、ミディアム 3 名、秀欧会 1 名、レオン 2 名 

H26 年 2月 23 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
5 名 

中間就労進捗状況（なんもさミディアム） 

勉強会実施について（なんもさサポート） 

 

カウンセリング報告 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況 

3/13「ホームレスの自立の支援等に関する総合的な施策の推

進」告知、打合せ 

進捗状況 

なんもさ 0 名、ミディアム 3 名、秀欧会 1 名、レオン 1 名 

3 月 23 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
5 名 

中間就労進捗状況（なんもさミディアム） 

勉強会実施について（なんもさサポート） 

カウンセリング報告 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、今後の方向性 

まとめ 

問題、今後の方向性、取り纏め 

なんもさ 3 名、ミディアム 3 名、秀欧会 0 名、レオン 0 名 
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相談状況 

 内   容 人数 トータル人数 

H25 年 7 月 

・仕事に関する件 

・生活に関する件 

・ローンに関する件 

11 名 

26 名 

2 名 

39 名 

8 月 

・仕事に関する件 

・依存症に関する件 

・生活に関する件 

・生活保護に関する件 

8 名 

5 名 

24 名 

3 名 

40 名 

9 月 

・仕事に関する件 

・人間関係に関する件 

・生活に関する件 

15 名 

6 名 

19 名 

40 名 

10 月 

・仕事に関する件 

・生活保護に関する件 

・生活に関する件 

・債務整理に関する件 

10 名 

2 名 

31 名 

2 名 

45 名 

11 月 

・仕事に関する件 

・生活に関する件 

・依存症に関する件 

14 名 

26 名 

2 名 

42 名 

12 月 

・仕事に関する件 

・生活に関する件 

・対人関係 

21 名 

20 名 

1 名 

42 名 

H26 年 1 月 

・仕事に関する件 

・生活に関する件 

・生活保護に関する件 

18 名 

27 名 

2 名 

47 名 

2 月 

・仕事に関する件 

・生活に関する件 

・病気に関する件 

・生活保護に関する件 

11 名 

28 名 

1 名 

3 名 

43 名 

3 月 

・仕事に関する件 

・生活に関する件 

・依存症に関する件 

・生活保護に関する件 

8 名 

26 名 

2 名 

3 名 

39 名 

 

移動相談報告書 

日時 
見かけ 

た人 
場所 

参加人

数 

移動 

手段 

ニュース

配布数 
相談内容 

声掛け 

人数 
備考 

H25 年 7月 3日 

10 日 

 

17 日 

24 日 

14 名 

7 名 

 

0 名 

5 名 

サッポロファクトリー～アリオ札幌 

地下保空空間～狸小路 1 丁目～7 丁目～大通公園

（全てのパチンコ屋含む） 

中島公園 

地下歩行空間～創成川公園～バスセンター～札

幌駅 

5名 

4 名 

 

3 名 

4 名 

車移動 

車移動 

 

車移動 

車移動 

13 枚 

7 枚 

 

0 枚 

2 枚 

・グループホームにいるが出たい 

・今は大丈夫、他 

 

9 名 

6 名 

 

0 名 

3 名 

新規 2名 

雨で人が少なかった 

曜日的な問題か居な

かった 

間に合っていると言

われた 

8月 3日 

 

10 日 

 

17 日 

 

 

24 日 

 

 

31 日 

24 名 

 

20 名 

 

14 名 

 

 

22 名 

 

 

27 名 

地下歩行空間～大通公園～狸小路～札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～大通公園～ビッセ～札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～アスティー～アピア～エルプラザ～札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～創成川公園～ウインズ～札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～創成川公園～大通公園～ウインズ～札幌駅 

9名 

 

4 名 

 

2 名 

 

 

3 名 

 

 

4 名 

電車 

 

電車 

 

電車 

 

 

電車 

 

 

電車 

10 枚 

 

6 枚 

 

14 枚 

 

 

4 枚 

 

 

4 枚 

・所見の 20 台女の子、小学生連れの母

子に施設に来るように話す 

6名 

 

14 名 

 

10 名 

 

 

13 名 

 

 

16 名 

新規 2組 

顔見知りばかりだっ

た 

雨の為人が少ない 

逃亡した人を発見し

たが逃げた 

顔見知りばかりだっ

た 

9月 10 日 

 

11 日 

 

14 日 

 

 

21 日 

 

 

28 日 

10 名 

 

55 名 

 

18 名 

 

 

28 名 

 

 

25 名 

大通公園 

 

みなづき会（炊き出し） 

 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～駐車場下～アピア～アピアドーム

～札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～駐車場下～アピア～アピアドーム

～札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～駐車場下～アピア～アピアドーム

～札幌駅 

4名 

 

2 名 

 

4 名 

 

 

4 名 

 

 

5 名 

車移動 

 

車移動 

 

電車移動 

 

 

電車移動 

 

 

電車移動 

 

4 枚 

 

46 枚 

 

4 枚 

 

 

6 枚 

 

 

3 枚 

・福井から北見に仕事に行ったが、仕事

が無くなり札幌に来た。保護してほしい

との事で連れて帰る。・重度の鬱病。レ

オンが対応 

 

 

 

・9/5 に埼玉から来た。2 週間位路上生

活。腰と足が痛い。保護 

 

・助成の相談者。関節痛有り。自分で生

保を取りたい。映画館で過ごしている。

くるようだったら電話をしますとの事 

6名 

 

55 名 

 

13 名 

 

 

14 名 

 

 

13 名 

東京から来客で巡回

に同行したいとの事

で連れていく 

久しぶりの炊き出し

会場「久しぶり」と声

をかけられる 

雨の為少なかった 

10 月 5日 

 

 

19 日 

 

 

26 日 

21 名 

 

 

18 名 

 

 

17 名 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～ポールタウン～ビッセ～駐車場下

～アピア～アピアドーム～札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～ポールタウン～ビッセ～駐車場下

～アピア～アピアドーム～エルプラザ～札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～駐車場下～アピア～アピアドーム

～札幌駅 

5名 

 

 

6 名 

 

 

5 名 

電車移動 

 

 

電車移動 

 

 

電車移動 

3枚 

 

 

4 枚 

 

 

2 枚 

 12 名 

 

 

12 名 

 

 

2 名 

寒かったが地下にい

なかった 

11 月 2日 

 

 

 

9 日 

 

 

16 日 

 

 

23 日 

 

 

30 日 

27 名 

 

 

 

19 名 

 

 

16 名 

 

 

23 名 

 

 

34 名 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～駐車場下～アピア～アピアドーム

～札幌駅 

～エルプラザ～パセオ 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～ポールタウン～ビッセ～駐車場下

～アピア～アピアドーム～エルプラザ～札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～ビッセ～駐車場下～アピア～アピ

アドーム～エルプラザ～札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～オーロラタウン～大通公園～アピ

ア～アピアドーム～札幌駅～エルプラザ 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～駐車場下～アピア～アピアドーム

～札幌駅 

～エルプラザ～パセオ 

4名 

 

 

 

4 名 

 

 

4 名 

 

 

4 名 

 

 

4 名 

電車移動 

 

 

 

電車移動 

 

 

電車移動 

 

 

電車移動 

 

 

電車移動 

 

0 枚 

 

 

 

6 枚 

 

 

3 枚 

 

 

5 枚 

 

 

4 枚 

 

ホームレスの黒江さんにインフルエン

ザの予防接種の誘いの話をする 

 

 

小川さんに声掛け、今月いっぱいは頑張

る、12月に年金が入るから大丈夫。最悪

ベトサダに電話すると言っていた。 

 

 

 

ウインズにいた女性を佐渡さんが対応

しネットワークに連れていく鵜 

11 名 

 

 

 

6 名 

 

 

3 名 

 

 

8 名 

 

 

16 名 

・子供を抱いた女性

のホームレスらしき

人がいると情報をも

らう 

・母子がいるとの情

報で行ってみるがい

なかった 

・ベンチ値撤去の為

常連さんは移動した 

12 月 7日 

 

 

14 名 

 

 

20 名 

 

 

21 名 

 

 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～ビッセ～駐車場下～アピア～アピ

アドーム～札幌駅～パセオ 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～駐車場下～アピア～アピアドーム

～札幌駅～エルプラザ～パセオ 

4名 

 

 

5 名 

 

 

電車移動 

 

 

電車移動 

 

 

6 枚 

 

 

7 枚 

 

 

19：00～21：00 まで見て回る 

バスターミナルでの声掛けで 30 代男性

詳しくは話してくれないが、困窮してい

る。何かあったら電話すると言ってい

た。 

10 名 

 

 

2 名 

 

 

最近新しい顔は見な

いと言っていた（古

い人の情報） 
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19 日 

21 日 

 

 

28 日 

1 名 

31 名 

 

 

20 名 

苫小牧フェリーターミナル～苫小牧駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～駐車場下～アピア～アピアドーム

～札幌駅～エルプラザ～パセオ 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～駐車場下～アピア～アピアドーム

～札幌駅 

5名 

4 名 

 

 

4 名 

車移動 

電車移動 

 

 

電車移動 

0枚 

2 枚 

 

 

0 枚 

1 名 

11 名 

 

 

3 名 

時間が早い為いない 

H26 年 1月 4日 

 

 

11 日 

 

 

25 日 

24 名 

 

 

8 名 

 

 

23 名 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～駐車場下～オーロラタウン～アピ

ア～アピアドーム～札幌駅～エルプラザ 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～ビッセ～アピア～アピアドーム～

札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～アピア～アピアドーム～札幌駅 

4名 

 

 

4 名 

 

 

5 名 

電車移動 

 

 

電車移動 

 

 

電車移動 

0枚 

 

 

0 枚 

 

 

0 枚 

元入居者を発見して、困窮しているので

連れて帰る 

13 名 

 

 

2 名 

 

 

12 名 

 

2 月 1日 

 

 

8 日 

 

15 日 

 

 

22 名 

24 名 

 

 

11 名 

 

20 名 

 

 

30 名 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～ビッセ～アスティー45～アピア～

札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～ビッセ 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～駐車場下～アピア～～札幌駅～エ

ルプラザ 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～ビッセ～アピア～アピアドーム～

札幌駅 

3名 

 

 

4 名 

 

4 名 

 

 

5 名 

電車移動 

 

 

電車移動 

 

電車移動 

 

 

電車移動 

1枚 

 

 

0 枚 

 

0 枚 

 

 

2 枚 

1 月 11 日に連れて帰った人が自主退荘

したがまた、困窮しているので連れて帰

る 

30～40 代男性の近況を聞くが、来ない

と言っていた 

元公務員の人と話をするが断られる。女

性は逃げていった 

0名 

 

 

8 名 

 

12 名 

 

 

9 名 

連れて帰る人がいる

ので早く終了 

 

半ズボンの人に声掛

け移動された 

3月 1日 

 

 

8 日 

 

15 日 

 

22 日 

 

29 日 

25 名 

 

 

25 名 

 

21 名 

 

24 名 

 

18 名 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～ビッセ～アピア～札幌駅～エルプ

ラザ 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～ビッセ～アピア～札幌駅～エスタ 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～オーロラタウン～アピア～札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～オーロラタウン～アピア～札幌駅 

地下歩行空間～バスセンター～バスターミナル

～ウインズ～オーロラタウン～アピア～札幌駅 

4名 

 

 

3 名 

 

3 名 

 

3 名 

 

4 名 

電車移動 

 

 

電車移動 

 

電車移動 

 

電車移動 

 

電車移動 

0枚 

 

 

0 枚 

 

0 枚 

 

1 枚 

 

0 枚 

 

 

 

去年から声掛けしている人に（65歳）に

入居を勧めるが応じてくれない 

11 名 

 

 

9 名 

 

10 名 

 

11 名 

 

11 名 

 

エスタで 1 泊した人

に会う 

電話相談件数（PM6：00～AM8：00） 

 7 月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合  計 

自らの SOS 4 5 2 6 1 6 1  5 30 

警察からの要請 3 3 7 6 3 2 4 3 5 36 

コミュニティーハウス「れおん」   2       2 

北海道ホームレス支援ネットワーク   2   1    3 

労動と福祉を守る会  1  1 1 1 1 1 1 7 

区役所    1    1  2 

包括センター      1   1 2 

仕事の電話     2  1  1 4 

その他の連絡  1   3 2 2  2 10 

合  計 7 10 13 14 10 13 9 5 15 96 

 
月別・年代表 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

20 才未 0 0 0 0 1 1 0 1 0 3 0 0 6 

20 代 3 4 7 6 2 4 5 3 2 3 9 5 53 

30 代 5 3 9 4 0 7 8 6 6 2 2 5 57 

40 代 5 4 5 4 6 4 3 3 5 4 5 7 55 

50 代 3 4 1 2 6 7 3 1 7 5 6 1 46 

60 代 0 0 1 2 0 2 6 3 6 2 2 2 26 

70 代以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

計 16 15 23 18 15 25 25 17 26 20 24 20 244 

以前の居住地 入荘経由 

  
市内 道内 道外 計 

警察関係 

弁護士 

市役所 

等 

見回り 

通報 
相談会 他団体 

親族 

知人 
自ら 計 

20 才未 1 3 2 6 2 2 0 0 0 0 2 6 

20 代 28 10 15 53 9 5 1 0 4 4 30 53 

30 代 30 16 11 57 16 10 0 0 7 3 21 57 

40 代 24 18 13 55 18 7 4 0 2 6 18 55 

50 代 18 9 19 46 18 10 1 2 4 4 7 46 

60 代 19 4 3 26 9 7 1 0 1 3 5 26 

70 代以上 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 

計 121 60 63 244 73 41 7 2 18 20 83 244 

利用期間 現在の状況 

  一週間 

未満 

一ヶ月 

未満 

三ヶ月 

未満 

三ヶ月 

以上 
計 自立 生保 不明 逮捕 入荘中 死亡 計 

20 才未 1 1 2 2 6 4 1 0 1   6 

20 代 19 18 11 5 53 31 10 7 0 5  53 

30 代 23 15 11 8 57 30 13 11 0 3  57 

40 代 28 14 11 2 55 23 18 10 2 2  55 

50 代 29 12 4 1 46 13 27 5 0 0 1 46 

60 代 19 6 1 0 26 5 17 3 0 1  26 

70 代 1 0 0 0 1  1     1 

計 120 66 40 18 244 106 87 36 3 11 1 244 

入荘時刻 年間一覧表 
 ０時 １時 ２時 ３時 ４時 ５時 ６時 ７時 ８時 ９時 １０時 １１時  

人数 0 2 1 0 1 0 0 0 3 5 20 23  
 １２時 １３時 １４時 １５時 １６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 ２１時 ２２時 ２３時 計 

人数 13 7 22 28 36 13 17 12 14 14 8 5 244 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

20才未 0 0 0 0 1 1 0 1 0 3 0 0 6

20代 3 4 7 6 2 4 5 3 2 3 9 5 53

30代 5 3 9 4 0 7 8 6 6 2 2 5 57

40代 5 4 5 4 6 4 3 3 5 4 5 7 55

50代 3 4 1 2 6 7 3 1 7 5 6 1 46

60代 0 0 1 2 0 2 6 3 6 2 2 2 26

70代以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

計 16 15 23 18 15 25 25 17 26 20 24 20 244

月別・年代表

20才

未

2%20代

22%

30代

23%40代

23%

50代

19%

60代

11%

70代

以上

0%

年代別割合

20才

未
20代

30代

40代

市内 道内 道外 計

20才未 1 3 2 6

20代 28 10 15 53

30代 30 16 11 57

40代 24 18 13 55

50代 18 9 19 46

60代 19 4 3 26

70代以上 1 0 0 1

計 121 60 63 244

以前の居住地

市内

49%
道内

25%

道外

26%

以前の居住地

一週間

未満

一ヶ月

未満

三ヶ月

未満

三ヶ月

以上
計

20才未 1 1 2 2 6

20代 19 18 11 5 53

30代 23 15 11 8 57

40代 28 14 11 2 55

50代 29 12 4 1 46

60代 19 6 1 0 26

70代以上 1 0 0 0 1

計 120 66 40 18 244

利用期間

警察

弁護士

市役所

等

見回り

通報
相談会 他団体

親族

知人
自ら 計

20才未 2 2 0 0 0 0 2 6

20代 9 5 1 0 4 4 30 53

30代 16 10 0 0 7 3 21 57

40代 18 7 4 0 2 6 18 55

50代 18 10 1 2 4 4 7 46

60代 9 7 1 0 1 3 5 26

70代 1 0 0 0 0 0 0 1

計 73 41 7 2 18 20 83 244

入荘経由
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※月別・年代・利用期間・以前の居住地・入荘経由・現在の状況・入荘時刻等の表は途中からの数値になっています。 

 総入居者数と差異が有ります。（総入居者数 314 名が 244 名での数値） 

 

相談状況                         勉強会報告書 

    
 

 

 

自立 生保 不明 逮捕 入荘中 死亡 計

20才未 4 1 0 1 6

20代 31 10 7 0 5 53

30代 30 13 11 0 3 57

40代 23 18 10 2 2 55

50代 13 27 5 0 0 1 46

60代 5 17 3 0 1 26

70代 1 1

計 106 87 36 3 11 1 244

現在の状況

0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時

人数 0 2 1 0 1 0 0 0 3 5 20 23

12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 計

13 7 22 28 36 13 17 12 14 14 8 5 244

入荘時刻　年間一覧表

 内   容 人数 トータル人数 

H25 年 7 月 

・仕事に関する件 

・生活に関する件 

・ローンに関する件 

11 名 

26 名 

2 名 

39 名 

8 月 

・仕事に関する件 

・依存症に関する件 

・生活に関する件 

・生活保護に関する件 

8 名 

5 名 

24 名 

3 名 

40 名 

9 月 

・仕事に関する件 

・人間関係に関する件 

・生活に関する件 

15 名 

6 名 

19 名 

40 名 

10 月 

・仕事に関する件 

・生活保護に関する件 

・生活に関する件 

・債務整理に関する件 

10 名 

2 名 

31 名 

2 名 

45 名 

11 月 

・仕事に関する件 

・生活に関する件 

・依存症に関する件 

14 名 

26 名 

2 名 

42 名 

12 月 

・仕事に関する件 

・生活に関する件 

・対人関係 

21 名 

20 名 

1 名 

42 名 

H26 年 1 月 

・仕事に関する件 

・生活に関する件 

・生活保護に関する件 

18 名 

27 名 

2 名 

47 名 

2 月 

・仕事に関する件 

・生活に関する件 

・病気に関する件 

・生活保護に関する件 

11 名 

28 名 

1 名 

3 名 

43 名 

3 月 

・仕事に関する件 

・生活に関する件 

・依存症に関する件 

・生活保護に関する件 

8 名 

26 名 

2 名 

3 名 

39 名 



~ 33 ~ 
 

Ⅸ．2014 年度事業 

 

○実施体制・事業実施過程 

 ベトサダに相談に来られる人の面談を当団体代表が行います。その面談により方向性を引き出し

ていきます。一旦ベトサダに入荘し、生活をスタートします。その状況をスタッフ 3名が見守りま

す。初期面談で見えなかった事を１週間でスタッフが把握し、状態を考慮の上、カウンセリングを

行い、方向性を相談し、他団体に繋げる、もしくはベトサダで就労活動を行う又は、中間就労で就

労訓練をするかを決定します。 

 

初期面談で判断する事も有りますが、生活してみないとわからない事も有るので、様子を見守り

ながら支援して行きます。年齢的要因、障がい、就労意欲等を判断し、その人に合った団体に繋ぐ

場合もあります。 

 

移動決定後、即移動は繋ぎ先の入居人数の関係も有り出来ないこともあるので、ベトサダ荘での

待機期間が少し延びる場合も有ります。ベトサダに入居後は１か月後、２か月後で状況の整理、方

向性の見直し、生活状況、貯蓄状況を検証し、支援の方向性の見直しを行い、入居者のモチベーシ

ョンアップ、リスクヘッジを行います。 

 

 中間就労を行っている人は、共同生活に馴染めない人が多い為、専用の住居を提供し、主となる

相談員を 1名置き、生活訓練及び就労訓練を行い、カウンセリングを行いながら他 3名のスタッフ

と連携し、一般社会に復帰できるよう支援して行きました。 

ボランティアを通しての地域貢献活動において、夏場の月１回のごみ拾い、冬場の降雪時の除排

雪等行い（今年度除雪機購入により、例年より時間的に短縮及び広範囲におよび綺麗に出来ました）。

それにより、一般就労及び中間就労に対しての就労意欲の向上、人との繋がり等が出来たと考えら

れます。 

 

○事業の具体的な成果等について 

（成果） 

H27 年 3月 31 日現在 20 名の人が自立に向け生活しています。 

緊急シェルター対応及び、自立支援者数は年間 280 名が利用しました。期間の長短に関わらず支援

希望者は後を絶ちません。また中間就労を受けた人は 14 名になり 2名が自立をし、4名がその場に

就職し、1 名は無断退去し、居なくなりました。7 名は引き続き中間就労継続中です。中間就労等

の効力に由る事もあり、実質自立した人は 116 名になります。 

 

若年層が多くなったという事も有りますが、早期就労を目指し、年間プラン（長期、短期）を

立て実行し、期間内での貯蓄が出来ていたからだと思います。継続的伴走型支援により個々と向

き合い、状況に応じた支援が出来たと思います。 

 

総利用者の残った 164 名に関して、112 名は関連施設（病院等）に移行をし、生活保護、障害

手帳の申請を行いました。残った 52 名中 5 名は再度収監され 35 名は残念ながら無断退荘で行

方不明です。現在利用中は 12 名になります。地域、連携団体等と支援方法を共有し、社会復帰

した後も路上生活に戻らない様に絆を強くし継続的伴走型支援を行って行きたいと考えていま

す。 

 

（課題） 

 ベトサダ荘及び関連施設にて中間就労での生活訓練、就労訓練を行っています。精神的に強くな

り、仕事に対する取組み方も前向きに持って行けるようになりました。しかしながら、就労訓練後

の就業率がかなり低いです。 

 

景気回復傾向にあり、雇用率アップと言われていますが、就労する為のスキルが低いという事も

あると思いますが、本人が働く事に意欲を持って、一般就労で自立しようと考えても、やはり働く

はじめに.docx
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場が少ない、又は派遣業での仕事しかないと云う状況です。正規雇用の求人募集率は 0に近いと思

います。まして普通の生活をし、順調にスキルアップした人との競合になれば勝ち残れる可能性は、

かなり低いと考えられます。 

 

そのような状況で自立後、安定した一般生活が出来るのか疑問に感じます。スキルアップしても

受け皿の問題が解決しない限り、再路上するという事も考えられます。ベトサダでは日払いの仕事

ではなく、月給制の職場の開拓をしています。現在 3社はあるのですが、まだまだ足りていません。

当団体に入居する人の事を理解し、受け入れてくれる会社のネットワークを構築したいと考えてい

ます。 

 

平成 27 年度から、生活困窮者自立支援法になり、自治体の委託事業になります。ベトサダでは

一時生活支援事業を行います。そして、今まで行って来た事も引き続き行う所存で有ります。生活

困窮者自立支援法は自治体の事業なので、他の自治体いからの受け入れは基本出来なくなるのです

が、全国区のベトサダは、やはり全国から人が相談及び入居しに来ると考えられます。「自治体の

事業だから他の自治体からの受け入れは出来ません」と云う事は出来ないと思います。いろんなこ

とに縛りがあるのでどうすればいいのか思案しています。また、中間就労先を紹介するのも、ベト

サダに仕事の依頼をしている企業に人を紹介するのも、職業紹介業務の許可証が必要になってきま

す。法改正してもベトサダの門をたたく人の数は同じか、それ以上になると思います。 

 

ベトサダは自主事業で今まで行ってきた支援を行って行こうと考えていますが、いまだ、収益事

業は確立されておらず、経費の支出が難しいと考えられます。 

 

 また、矯正施設退荘後ベトサダに相談に来られる人も増加傾向にあります。身元引受人がいない

人が多い為、相談に来られるのです。矯正施設退所時の出口の問題も行政がもっと取り組まなけれ

ばと思います。出口であふれた人たちをベトサダで受け入れ、生活支援、就労支援をすることにな

り入居しますが、なかなか就労出来ません。個々の問題も多々あると考えられますが、やはり受け

皿の問題もあると思います。まず、履歴書を書く段階で空白の月日が有ります。その間の状況を話

ししないといけません。雇用する側としては良い人材を求めます。就労場が少ない上、偏見を持た

れる人もいらっしゃいますので、より就労場が狭まります。生活の場、働く場が無いと再犯率は上

がって行きます。当施設と関連施設的関係を構築して、生活の場、働ける場を作れる様に企業様に

働きかけをしたいと考えています。これらの状況を考えただけでも、課題は如何に安定生活、安定

就労が出来るかだと考えています。 

☆このように一度世間からドロップアウトした人たちの生活、就労が一般社会人と同等に窓口

の拡大が出来るよう望みます。 

 

○連携 

【コミュニティーハウス「れおん」】 

軽度の精神的障害が有り、早急に一般就労が出来ない人のケア、合同での朝回り、巡回相談 

【株式会社モナミコーポレーション】 

 介護が必要な高齢者 

【合同会社なんもさサポート】  

 刑余者、高齢者、障がい者の生活支援で生活保護対象者 

【NPO 法人中間就労支援協会なんもさミディアム】 

 中間就労 

【合資会社札幌ワークス】 

一般就労希望者 

 

該当する支援対象者に合わせ各団体に繋ぎ、生活困窮からの脱却、一般就労への訓練、医療福祉

の実行、生活福祉の実行などを行い一般社会への復帰をサポートしています。 

 

 他団体との連携も新たにでき、より広く支援の輪が広がり、支援対象者との絆を強くする事が出

来たと思います。これからも連携先を広くし、より伴走的支援が出来るようにします。 
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○波及効果について 

☆当団体では生活保護に頼らない支援をしています。全国でも生活保護に頼らない支援事業

所はベトサダだけです。入居期間 3ヵ月～１２ヵ月の間、生活費全てベトサダが支援します。就

労して得た就労報酬は貯蓄に回してもらい入居期間中お金がかからないようにしています。そ

れ故、期間満期時生活費と住居を借りるお金が貯蓄できています。 

 

☆路上生活をしている古くからの人は、新しい人を見つけると必ず、「ベトサダに行きなさい」

と勧めてくれるそうです。 

 

☆緊急シェルター、一時預かり等の支援も行いますが、基本的な考え方は、「1 人でも多くの

人に自立して社会復帰してもらう」と云う事です。今期は 116 名の方が自立していきました。生

活保護で考えるなら、1人当たり月額約￥113,000 の保護費が掛かります。年間で約￥1,356,000

になります。今期 116 名の自立を考えれば、月額約￥13,108,000 の財政削減・年額約

￥157,296,000 の財政削減を行った事になります。年間で考えれば各人の×月数になります。膨

大な効果だと考えられます。一旦生活保護をとっても、その後自立する人が増え再路上しない限

り効果は上がって行くと考えられます。当団体の受け皿になってくれている支援団体がいてこ

その成果です。 

 

☆ベトサダ入居者の事を理解し、派遣業をしている協力企業は 25 年度に 1 社、社員寮を作っ

て頂けました。今年度も 1社、社員寮を作ってくれた企業が出来ました。少しずつながら、生活

の場を提供してくれる企業が増えています。それにより、ベトサダ入居期間中に実績を重ねれば

一般就労で自立しても安定した生活が出来る様になりました。今後も共に協力し合い支援の輪

を広げて行きたいと思います。  

 

 

○新たなニーズ・事業展開について 

今後も継続的伴走型支援を行う為にも、安定した財源が必要なのですが、現在はまだ寄附金、助

成金に依存しています。 

 

平成 27 年度事業からは札幌市による生活困窮者自立支援事業の内の「一時生活支援事業」を行

います。ある程度の予算は見込めることになりました。しかし、今期迄の受け入れ人数を維持でき

るかというと難しいです。受け入れ人数上限、入居期間の上限が設定されるからです（ベトサダ荘

の１日 33 名、3 ヵ月が上限）。ですので、今まで行ってきた事業をすべて継承して行くには至りま

せん。 

 

今期行った中間就労に関しても予算外の事業になります。そして、期限 3ヵ月での中間就労を考

える事は無理な事です。6ヵ月から 12 ヵ月での時間をかけた中間就労訓練を行わないと、一般就労

は出来ないと考えられます。 

 

今後も活動を続ける為には、寄附金、助成金を併用しながら、当団体で安定収入を得る事が必

要不可欠です。その為には現在、協力団体に依頼している中間就労を発展させ、当団体でも事業

を確立し外部からの発注を受注できる様に事業展開を行い、個々のスキルアップ及び団体とし

てグローアップをする事だと考えています。 

 

官庁からの受託事業を受けられるように働きかけ、広報活動により認知度を高め支援の輪を広げ

て行き、現存する協力団体、自治体の他に協力団体を増やし、当団体との連携を深め、生活困窮者

の総合的自立支援及び継続的伴走型支援を行っていこうと考えています。 

 

今後も他団体、自治体、企業様のお力添えが不可欠だと考えます。非正規雇用から正規雇用に移

行できるように、企業様と連携が取れればと考えています。 
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実行委員会 議事録 

日時 場所 出席 議題 備考 

H26 年 8月 24 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
7 名 

中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況 

なんもさ 2 名、ミディアム 3 名、モナミコーポレーション数名、 

レオン 1 名、札幌ワークス多数名 

9 月 28 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
7 名 

中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、管理状況 

移動、自立予定者について 

なんもさ 1 名、ミディアム 3 名、モナミコーポレーション数名、 

レオン 0 名、札幌ワークス多数名 

10 月 26 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
7 名 

中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、管理状況 

なんもさ 4 名、ミディアム 3 名、モナミコーポレーション数名、 

レオン 1 名、札幌ワークス多数名 

11 月 23 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
7 名 

中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、管理状況 

なんもさ 2 名、ミディアム 4 名、モナミコーポレーション数名、 

レオン 2 名、札幌ワークス多数名 

12 月 21 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
7 名 

中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、管理状況 

自立者について 

なんもさ 1 名、ミディアム 3 名、モナミコーポレーション数名、 

レオン 2 名、札幌ワークス多数名 

H27 年 1月 25 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
7 名 

中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、管理状況 

進捗状況 

なんもさ 0 名、ミディアム 3 名、モナミコーポレーション数名、 

レオン 1 名、札幌ワークス数名 

2 月 22 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
7 名 

中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

題点、状況、今後の方向性 

管理状況、まとめ 

問題、今後の方向性、取り纏め 

なんもさ 3 名、ミディアム 3 名、モナミコーポレーション数名、 

レオン 0 名、札幌ワークス多数名 

3 月 22 日 
札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18Dio ビル 4F 
7 名 

中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、今後の方向性、 

管理状況、まとめ 

なんもさ 3 名、ミディアム 3 名、モナミコーポレーション数名、 

レオン 0 名、札幌ワークス多数名 

 

 

               統 計 表       平成 27年 8月 1 日～平成 28年 3月 31 日 1  

 

 

 

 

 
 

            
 

            
  

                 
 

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

10代 1 1 0 0 1 0 0 0 3

20代 6 3 9 6 4 4 3 3 38

30代 6 5 5 5 5 6 4 7 43

40代 8 8 5 4 5 5 6 4 45

50代 6 3 1 3 5 3 5 3 29

60代 1 4 4 0 1 4 2 2 18

70代 1 1 1 0 1 1 0 1 6

計 29 25 25 18 22 23 20 20 182

入荘者月別推移

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

入荘前の居住地

札幌市

1

4

10

7

19

20

18

1

3

7

16

10

14

1

1

5

15

10

13

6

1

道外道内

警察等 市役所等 見回り 他団体 親族等 本人

10代 0 1 1 1 0 0

20代 8 4 2 2 3 19

30代 9 7 0 4 2 21

40代 8 8 0 9 2 18

50代 8 9 2 3 3 4

60代 8 4 1 2 3 0

70代 4 2 0 0 0 0

入荘経由
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ベトサダ入退荘者データ表          H26 年 4月 1 日～H27 年 3月 31 日 （現況のみ H26 年 4 月以前の入荘者 21 名分の結果も含む） 

        
  

        
 

電話相談件数(PM6:15～AM8：15) 
 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 H27.1 月 2 月 3 月 合計 

自らの SOS 2 5  5 1 1 3 1 2 4 2 4 30 

警察の要請  5 2 7 4 1 2 3 4 2 7 3 40 

労福会        1     1 

区役所 1 1       1    3 

仕事の電話 2 9  1 1  7 2 4 5 1 3 35 

その他の連絡 17 4 5  4 2  2 2 10 8 8 62 

合計 22 24 7 13 10 4 12 9 13 21 18 18 171 

 

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

12

1週間未満

1

21

20

18

11

6

0

1ヶ月未満

1

0

6

8

15

11

11

利用期間

3ヶ月未満

0

0

0

2

1

8

1

3ヶ月以上

0

1

3

8

10

7

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

10代 1 1 1 1 4

20代 6 3 10 6 6 3 9 6 4 4 3 3 63

30代 3 4 6 5 6 5 5 5 5 6 4 7 61

40代 8 9 4 8 8 8 5 4 5 5 6 4 74

50代 1 4 3 3 6 3 1 3 5 3 5 3 40

60代 1 6 1 5 1 4 4 1 4 2 2 31

70代 1 1 1 1 1 1 1 7

計 19 27 25 27 29 25 25 18 22 23 20 20 280

入　　荘　　月

市内 道内 道外 合計

1 1 2 4

31 14 18 63

27 18 16 61

32 17 25 74

12 17 11 40

18 7 6 31

4 2 1 7

125 76 79 280

以前の住居地

一週間

未満

一ヶ月

未満

三ヶ月

未満

三ヶ月

以上
合計

1 1 1 1 4

19 20 14 10 63

28 16 13 4 61

32 22 15 5 74

24 10 5 1 40

22 8 1 31

7 7

133 77 49 21 280

利　　用　　期　　間

警察

弁護士
市役所等 見回り 他団体

親族
知人

自ら 合計

2 1 1 4

13 6 2 3 4 35 63

12 10 6 3 30 61

14 14 1 14 2 29 74

15 11 2 3 3 6 40

15 7 1 4 3 1 31

5 2 7

74 52 7 31 15 101 280

入　　荘　　経　　由

自立 生保 不明 逮捕 入荘中 合計

3 1 4

35 11 11 4 7 68

43 14 4 1 6 68

29 34 12 5 80

14 24 1 1 2 42

3 23 6 32

1 6 7

128 112 35 6 20 301

現在の状況（8月以前に入荘していた人21名の結果も含む）
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朝回り 

日時 
見かけた

人 
場所 参加人数 移動手段 

ニュース

配布数 
声掛け人数 備考 

平成 26 年 4 月 12 日 

06：15～08：15 
26 名 

地下歩行空間➔バスセンター➔WINS➔北

1 条地下駐車場通路➔札幌駅(アピア)➔

エルプラザ通路 

3 名 地下鉄 2 枚 0 名  

平成 26 年 4 月 26 日 

06：15～08：15 
24 名 同上 4 名 同上 2 枚 0 名  

平成 26 年 5 月 10 日 

06：15～07：45 
22 名 

地下歩行空間➔バスセンター➔大通公園

➔WINS➔北 1 条地下駐車場通路➔札幌駅

(アピア)➔エルプラザ通路 

4 名 同上 4 枚 1 名 

HTB 記者同行。大通駅にで 2 週

間前に沖縄から出て来た 40 代

男性に声掛け。連絡先を手渡す 

平成 26 年 5 月 24 日 

06：15～08：00 
22 名 同上 3 名 同上 2 枚 2 名  

平成 26 年 6 月 14 日 

06：15～08：10 
25 名 同上 4 名 同上 1 枚 1 名  

平成 26 年 6 月 21 日 

06：15～08：10 
25 名 同上 4 名 同上 1 枚 2 名 

道庁・松本氏参加。 

カップルに声掛けをする。 

平成 26 年 7 月 5 日 

06：15～08：15 
23 名 

地下歩行空間➔バスセンター➔創成川緑

地➔大通公園➔WINS➔北 1 条地下駐車場

通路➔札幌駅(アピア)➔エルプラザ通路 

4 名 地下鉄 2 枚 1 名  

平成 26 年 7 月 19 日 

06：15～08：15 
23 名 同上 

5 名 

 
同上 3 枚 0 名  

平成 26 年 8 月 2 日 

06：15～08：15 
21 名 同上 5 名 同上 3 枚 0 名  

平成 26 年 8 月 13 日 

06：15～08：15 
23 名 同上 5 名 同上 3 枚 0 名  

平成 26 年 8 月 30 日 

06：15～08：15 
20 名 同上 4 名 同上 2 枚 1 名  

平成 26 年 9 月 13 日 

06：15～08：15 
21 名 同上 6 名 同上 3 枚 2 名 創成川緑地から 1 名保護。 

平成 26 年 10 月 4 日 

06：15～08：15 
30 名 同上 6 名 同上 3 枚 3 名 NHK 記者同行。 

平成 26 年 10 月 18 日 

06：15～08：45 
33 名 同上 6 名 同上 3 枚 3 名  

平成 26 年 11 月 1 日 

06：15～08：15 
30 名 

地下歩行空間➔バスセンター➔大通公園

➔WINS➔北 1 条地下駐車場通路➔札幌駅

(アピア)➔エルプラザ通路 

5 名 同上 3 枚 2 名  

平成 26 年 11 月 15 日 

06：15～08：30 
41 名 同上 4 名 車移動 3 枚 3 名 

元なんもさ入居者を保護。雪の

ためか人数が多い。 

平成 26 年 11 月 29 日 

06：15～08：15 
27 名 同上 4 名 同上 1 枚 3 名  

平成 26 年 12 月 13 日 

06：15～08：45 
31 名 同上 6 名 同上 5 枚 3 名 

NHK 記者とボランティア 1 名参

加。 

平成 26 年 12 月 27 日 

06：15～08：15 
30 名 同上 4 名 同上 4 枚 1 名  

平成 27 年 1 月 10 日 

06：15～08：00 
29 名 同上 4 名 同上 2 枚 1 名  

平成 27 年 1 月 24 日 

06：15～08：15 
35 名 同上 6 名 同上 7 枚 2 名 新顔が多いように感じた。 

平成 27 年 2 月 7 日 

06：15～08：15 
31 名 同上 4 名 同上 2 枚 1 名  

平成 27 年 2 月 21 日 

06：15～08：15 
27 名 同上 4 名 同上 3 枚 3 名 

声掛けの内 1 名女性で、ネット

ワークに繋ぐ 

平成 27 年 3 月 7 日 

06：15～08：15 
35 名 同上 5 名 同上 5 枚 1 名  

平成 27 年 3 月 21 日 

06：15～08：15 
 同上  同上    
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支援関係図 
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総数：３５６名

７６名

受け入れ：２８０名

５名
４０名（その他含む）

＜7名(総数１4名）＞

110名

１０５名

２０名
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中間就労状況（平成 26年 月） 
 

札幌市北区北 21 条西 2丁目 1番 3 号 

特定非営利活動法人 自立支援事業所 ベトサダ 

代表理事 眞鍋 千賀子 

 

氏名：               （  才）  就労内容：               

 

１．就労状況 （評価はＡ→指導内容を理解し自ら動く Ｂ→指導内容を理解している Ｃ→指導内容をこなせない） 

 

日付 出勤状況 就労内容 評価 日付 出勤状況 就労内容 評価 

1    16    

2    17    

3    18    

4    19    

5    20    

6    21    

7    22    

8    23    

9    24    

10    25    

11    26    

12    27    

13    28    

14    29    

15    30    

    31    

 

２．総括                                             

                                             

                                             

                                             

 

 

 

 

 

担当者 管理責任者 
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Ⅹ．2015 年度事業 

 

ベトサダは入り口支援及び緊急シェルター対応を行っています。支援を求めて来る人は 100％即

入居してもらい支援、繋ぎを行います。全国どの団体でも審査の上入居を行っていますので、ベト

サダが他団体と一線を隔している支援だと思います。 

 

平成 27 年度から生活困窮者支援法が施行され、任意事業の一時生活支援事業を受託している団

体でも受け入れ人数定員が少ない為受け入れ出来ない事もあります。 

 

今年度の総入居者数 283 名で、札幌市内からの入居者は 137 名、市外は 80 名及び道外は 66 名い

ました。内、一時生活支援事業対象外は 35 名いました。札幌市一時生活支援事業に当てはまらな

い人を緊急一時シェルターとして受け入れし、方向性が決まるまで生活支援（衣食住）を行いまし

た。生活保護受給中の 19 名の内 12 名は関係機関に繋ぎ、他 7 名は自宅に帰しました。他 16 名中

7名は生活保護を取る為関連団体に繋ぎ、5名は自宅に帰し、3名は行方不明で 1名は労役に行きま

した。生活保護受給中以外の人で社会復帰が出来るよう、就労支援及び生活支援（衣食住）を行っ

ていた 4名は、入居期間は３ヵ月とし、その間に就労し、貯蓄をしてもらい、自立した社会生活に

回帰できるよう支援しましたが、1 名は未成年の為住居の確保が出来ない為他団体に繋ぎ、2 名は

不明に、1名は労役に行きました。 

 

一貫して就労支援をメインに活動を行っていますので、生活保護申請、各種障がい者手帳を取る

等はしていません。入居スペースの問題、支援員が少ないのと云う事、利用者が多いと云う事もあ

りますが、3 か月間ベトサダに居て各種手続きをする為及び社会資源に繋げる為に就労しないで生

活支援をする事はベトサダの考える支援とは違います。1 日でも早く一般社会への回帰が前提で考

えているからです。 

 

ベトサダで支援出来ない就労が難しい人は早々に他団体に繋ぎ専門の人達に任せ地域連携をし

ている資源に繋げる方が良いと考えます。そして期間が短すぎる為支援が中途半端になる可能性が

あるので、少しでも早く生活保護を受給する等し、個人の安定を優先させ時間を掛け社会資源の利

用をした方が良いと考えます。そして所持金が無い人ばかりなので、お金を貰い自分の欲しい物が

少しでも買えるようにしたいと云う想いも有ります。 

 

また、支援を求めて相談に来る人は後を絶ちません。受け入れ人数にも限界がありますので、出

来るだけ早く自立に繋げ、次の入居スペースを作らないといけません。当然 3ヵ月フルかかる人も

いますが、早々に判断し方向性を出し回転率を上げないと年間 300 名位の相談者は受け入れ出来ま

せん。期限 3ヵ月で全員 3ヵ月フル滞在の受け入れで移行しているとベトサダでも年間 120 名前後

の受け入れしか出来ないと思います。他 180 名位は一時的に行く場所さえなくなります。 

 

 今期平成 27 年 4 月 1 日より平成 28 年 3 月 31 日迄で就労支援では 167 名（総受け入れ 283 名）

中 129 名が自立していきました。支援として衣食住の提供及び、就活する為に必要な物等（履歴書、

写真、スーツ、靴）の提供、面接に掛かる交通費の援助、もしくは、送迎等の支援を行いました。

また、当団体の関連団体である合資会社札幌ワークス 23 名、㈱ヤマト総研 21 名、㈱スカイネット

36 名を繋ぎ、自立に向けての準備が早めに出来る様に連携して就労支援を行いました。他の一般企

業で当施設に求職情報を頂いている会社の紹介（どちらも斡旋は行っていません）も行い、本人の

意思によりその会社の面接を希望した場合、当施設に来てもらい面接を行って頂きました。就職が

決まった方には、仕事着、仕事に必要な物、昼食、交通費の支援等を行いました。 

  

何らかの障害を持ちすぐに一般就労することが難しい人たち 14 名には、中間就労の場を提供し

て社会で働いていく上での「生きがい・やりがい」を感じて貰い、中間就労を通して仲間や地域住

民との関係をつくり、一般就労に向けての訓練と、再び社会復帰を果たすための意欲を高めて貰う

事と、失われた社会との絆を取り戻してもらう事を旨として行いました。 

 

はじめに.docx
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緊急シェルターとしての緊急受け入れは 365 日 24 時間体制で受け入れしていますので、受け入

れ人数は 283 名になります。夜間電話相談 182 件、18：00～8：00 までの受け入れは 106 件ありま

した。警察関係の受け入れは 63 名になり、警察からの夜間受け入れは 54 件になります。警察関係

及び自分からの SOS は深夜 12 時位から早朝 5時位に集中します。 

 

医療支援では、北海道根室振興局保健環境部長・根室保健所長（兼任）中標津保健所長 伊藤則彦

医師による訪問診療、健康保険の申請の手伝い、常備薬の配布、病院への送迎、情緒不安定、スト

レス等のリスクヘッジの為のカウンセリング等を行いました。 

 

入居者のほとんどは所持金を使い切り、安価で宿泊所として利用されているネットカフェの料金

すら払えない程追いつめられた状態で相談に訪れました。彼らに対し生活保護申請の支援を行うこ

とは可能ですが、就労意欲のある健康な若者に対しては、安易に生活保護申請をするのは、現在社

会問題となっている「生活保護依存症」の要因となる可能性があります。私たちは「生活保護に頼

らない支援」をするために、「生活支援」「就労支援」「医療支援」を基本に支援を行っています。ま

た、債務を抱えた人も多いのですが、借金返済の為のシェルターではないので、入居期間中は借金

の返済は出来ません。法テラス等に同行し債務整理、破産手続き等行いました。 

 

成果として、中間就労及び生活保護ありきの就労ではなく、一般就労に於いて、ベトサダでの全

入居者の自立は 43％になり、1ヵ月以上の利用者の就労率はほぼ 100％になりました。 

 

☆平成 27 年 4 月１日より平成 28 年 3 月 31 日は 121 名の方が自立していきました。生活保護

で考えるなら、1 人当たり月額約￥113,000 の保護費が掛かります。年間で約￥1,350,000 にな

ります。今期 121 名の自立を考えれば、月額でも約￥13,673,000 の財政削減を行った事になり

ます。年間で考えれば各人 121 名×￥113,000×12 か月で￥164,076,000 の削減になります。膨

大な効果だと考えられます。一旦生活保護をとっても、その後自立する人が増え再路上しない限

り効果は上がって行くと考えられます。当団体の受け皿になってくれている支援団体がいてこ

その成果です。 

 

ベトサダ入居者の事を理解し、派遣業をしている協力企業は 25 年度 26年度に各 1社、社員寮を

作って頂けました。今年度も 1 社、社員寮を作ってくれた企業が出来ました。そして、1 年間真面

目に就労をすれば正社員雇用になる会社も出来ました。このように、少しずつながら生活の場を提

供してくれる企業が増えています。それにより、ベトサダ入居期間中に実績を重ねれば一般就労で

自立しても安定した生活が出来る様になりました。今後も共に協力し合い支援の輪を広げて行きた

いと思います。 

 

☆(課題)ベトサダの管理下では就労に対するやる気等の向上が有りました。また、金銭管理

等も出来ていました。しかし、外部に出てベトサダの管理が出来ない状況になった時、人間関

係での孤立により退職、依存症等の再発により金銭管理が出来なく浪費し再び生活困窮等した

という人もいます。支援期間 3ヵ月と云うのは短すぎで本当の意味での自己改革は出来ないと

思います。 

 

☆一般就労で繋がった先等での包括支援の継続をして行かねば本当の自立は出来ないと思

います。関連団体に就労すれば包括的支援は出来るのですが、まったく外部の企業だとなかな

か支援出来ないという状況になりますので、本人とベトサダとの繋がりをもっと強化し、いつ

でも相談及び社会資源への繋ぎが出来るよう支援したいと思います。 

 

また、生活保護受給者を受け入れする団体、事業所等は、この人は受け入れ出来ない等で断られ

る事が多々あります。事業所により規定が有るのだと思いますが、かなり狭き門になっていて、繋

ぎ先が見つからない場合も多々あります。新しい繋ぎ先を探していますがなかなか見つかりません。 

 

ベトサダでは、すぐに一般就労することが難しい彼等に、ボランティア活動の場及び中間就労の

場を提供し社会で働いていく上での生きがい、やりがい、を感じて貰い、ボランティア及び中間就
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労を通して仲間や地域住民との関係をつくり、再び社会復帰を果たすための意欲を高めて貰う事と、

失われた社会との絆を取り戻すことを旨に支援を行いました。 

 

WAM 助成事業事務専任スタッフとしては 1名を配置し相談及び管理を行っています。 

中間就労をしている人たちは、なかなか共同生活に馴染めない為、中間就労者専用に幸星ハウス住

居を 7部屋確保しました。それにより中間就労に専念出来るようになったと考えられます。今後の

自立に於いても自分で生活することは必要不可欠であり、自活出来ないのであれば、自立は不可能

になります。そういう訓練も含め個人部屋に入ってもらい様子を見て方向性を確認し、次のステッ

プにシフトしていきました。 

 

ボランティア活動及び中間就労の場では、ごみ拾い、除雪、食堂、お掃除隊、工事部等が有り、

各人の能力に合わせボランティア就労又は就労訓練を行いました。ベトサダでの掃除・賄補助・地

域貢献活動他 2名、なんもさミディアムの食堂 7名、お掃除隊 2名、NHサービス工事部 3名等で行

いました。中間就労の場では訓練次第により、スタッフへの登用、引き続き中間就労先への就労、

生活保護も視野に入れ他団体との連携を計り生活保護又は、福祉施設に繋げるケースもありました。

今年度の目標人数は 15名でしたが 14 名の中間就労を行いました。 

 

期間中 14名が中間就労訓練を受け、内 3名がスタッフになり、2名が自立に繋がり、3名が

生活保護を受けることなくその場に就職し、3 名が生活保護を受給し、他 3 名は引き続き就労

訓練を受けています。 

 

今年度は住環境を整備する為、長年使用してきたブラウン管のテレビもかなり故障が多くなり、

修理をしてもすぐに不具合が発生する状態になっていて、テレビチューナーの販売も終了していま

すので、チューナーの買い替えも出来ない状態になっていました。その為これ以上修理を重ねるよ

りテレビの買い替えをした方が良いと云う事で今回の助成金でテレビの購入をさせて頂きました。 

 

入居者は「見たい番組が見える」「ストレスなく楽しめる」「部屋が明るくなった」等、大変喜ん

でいました。 

 

平成 27 年度事業より札幌市委託事業になり、札幌市一時生活支援協議会が設立され、受託 4 団

体に入居者振り分け等が有り、入居者も基幹センターを通してくる人もいますので、中間就労に就

く人が少なくなりました。其の為、当初予定していた中間就労者数は達成できませんでした。 

 

☆(成果)ベトサダニュースにも掲載しましたが「体を動かすっていいですね～」「働くって気持

ちいいですね～」「もう少ししたらフルタイムの仕事に就いて自立したいんです。」等前向きな

言動、行動が顕著に現れました。結果 8名の自立に繋がりました。 

 

☆(課題)ベトサダの管理下では就労に対するやる気等の向上が有りましたが、外部に出て管理

出来ない状態になった時、人間関係での孤立により退職、依存症等の再発により金銭管理出来

なく浪費し再び生活困窮等したという人もいます。支援期間 6 ヵ月と云うのは短すぎると思い

ます。 

 

☆発達障がい、依存症等の病気は本人の自覚がなかなか認められない病気だと思います。特に

ギャンブル依存は自分の欲望を抑える事が出来ず、欲望、体裁の為嘘をつく事も多く第三者か

らは症状が分からない事がほとんどです。病院等にも連れて行けない、自分からも行かない等、

症状の悪化が進行していく状態になります。 

 

☆このような人達の為、ベトサダとしてワンストップでの支援を行った方が成果が上がるので

はと考えています。当然のことながら、生活保護を前提にしなければ出来ない支援になってい

きます。 
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一般就労で繋がった先等の包括支援は継続して行かねば本当の自立は出来ないと思います。関連

団体に就労すれば包括的支援は出来るのですが、まったく外部の企業だとなかなか支援出来ないと

いう状態になりますので、本人とベトサダとの繋がりをもっと強化し、いつでも相談出来るよう支

援したいと思います。 

 

 刑余者の支援活動は年齢、刑余期間、犯歴回数などの聞き取りを行い、今後の方向性を本人との

相談により決めていきました。犯歴回数が少ない、若年齢（目安として 55 歳以下）の人は就労支

援を行い、他の入荘者と同じ様に居住場所に住み、食事の提供を行い日々の生活を共に過ごしまし

た。その行動、就労意欲等を見ながら面談を行い一般生活へ移行出来るか出来ないかの判断をし、

出来る人はそのまま一般就労をしてもらい、出来ない人は生活保護を受けるよう他団体に繋ぎまし

た。 

 

犯歴回数の多い人、高齢者、障がい者は、なかなか一般就労が出来ない為、緊急シェルターとし

て受け入れ、生活保護受給の為の住居が決まるまで生活をして貰いました。生活保護受給の為の繋

ぎ先として、なんもさサポート 25名、株式会社モナミコーポレーション 3名、なんもさ長屋 13名、

なんもさワークス 7名、北広島ほっとらんど 11名、希望寮 7名、サンレジデンス 13 名、函館かっ

こう 5名他に繋ぎました。 

 

 要介護の人は初期面談で繋ぎ先を決めます。ベトサダでは介護職員がいない為、介護が出来ない

からです。要介護の人は主に連携団体の株式会社モナミコーポレーション他に繋ぎますます。 

 

生活保護受給する人は早々に繋ぎ先を決め移動までの期間（1日～10 日）はベトサダで受け入れ

ますが、迅速に移動を行いました。当施設は 24 時間体制ですが他団体は違うので、時間的な事等

で即日移動が出来ないことも多々ありました。 

 

最近では他団体の受け入れ審査が厳しくなり、受け入れしてくれない事も沢山ありました。

今年度新に、どんな人でも受け入れてくれる 4団体と連携する事が出来ました。 

 
生活保護団体一覧 移行人数 

なんもさサポート                 刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 23 

なんもさ長屋                   刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 13 

なんもさワークス                 刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 7 

希望寮                      刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 7 

函館かっこう                   刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 5 

(株)モナミコーポレーション            刑余者・高齢者、障がい者を繋ぐ 3 

サンレジデンス                  刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 13 

ほっとらんど                   刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 11 

草の芽会                     刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 5 

(株)エーワイシー                 刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ 2 

共同生活援助住宅 文京の里               高齢者、障がい者を繋ぐ  

ウエルビー株式会社                高齢者、障がい者を繋ぐ  

 

札幌一時生活支援事業でも行っていますが、ベトサダでは単独でも巡回相談を行っています。隔

週土曜日 AM6:00～AM8:00 位まで支援を行う為の朝回り等での声かけ、巡回相談、パンフレットの

配布を行い、路上生活者及び予備軍へのアプローチを行うと同時に、新しい情報収集を行いました。

顔見知りのホームレスの方々との話の中で新規の人の情報、今はこのあたりに人が集まっている等

の情報を貰います。そして、ホームレスの人達の安否確認も兼ねて行っています。新しく声を掛け、

相談をしてくれた人は迅速に繋ぎ先を決めるよう手配します。もしくは、ベトサダ荘に数日間入っ

てもらい、体力を回復させ、今後の方向性を聞き取りどうするか決めていきました。 

 

 今期は新しい人を含め 5名の人がホームレス仲間の紹介で入居しましたが、朝回りで連れて帰る

事は出来ませんでした。 
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巡回報告                                       

日時 
見かけた

人 
場所 参加人数 移動手段 

ニュース配布

数 

声掛け 

人数 
備考 

平成 27年 4月 4日 

06：15～08：30 
19 名 

地下歩行空間➔バスセンター➔WINS➔北 1条地下駐車場通路

➔札幌駅(アピア)➔エルプラザ通路 
3名 自動車 2枚 0 名  

4 月 10 日 

21：00～23：00 
10 名 大通公園➔狸小路➔創成川➔すすきの界隈 4名 自動車 2名 2 名 

普段行っていないところで、

夜見かけると言われている場

所に行った 

4月 18 日 

06：15～08：15 
35 名 

地下歩行空間➔バスセンター➔WINS➔北 1条地下駐車場通路

➔札幌駅(アピア)➔エルプラザ通路 
4名 自動車 2枚 0 名  

5 月 9日 

06：15～08：20 
25 名 

地下歩行空間➔バスセンター➔大通公園➔WINS➔北 1条地下

駐車場通路➔札幌駅(アピア)➔エルプラザ通路 
45 名 自動車 4枚 1 名  

5 月 30 日 

06：15～08：20 
32 名 同上 4名 自動車 2枚 2 名 

最近路上に出たと思われる人

2名いた 

6月 12 日 

20：30～21：00 
1 名 テレビ塔南地下鉄入口➔創成川➔大通公園➔地下歩行空間 2名 自動車 2枚 2 名 

一般市民の通報で行ったが、い

つも声を掛けている人だった 

6月 13 日 

06：15～08：10 
21 名 

地下歩行空間➔バスセンター➔大通公園➔WINS➔北 1条地下

駐車場通路➔札幌駅(アピア)➔エルプラザ通路 
4名 自動車 1枚 2 名  

6 月 27 日 

06：15～08：10 
24 名 

地下歩行空間➔バスセンター➔創成川緑地➔大通公園➔WINS

➔北 1条地下駐車場通路➔札幌駅(アピア)➔エルプラザ通路 
5名 自動車 2枚 1 名  

7 月 12 日 

19：30～20：00 
1 名 札幌駅周辺 ２名 自動車 0枚 1 名 

一般市民から女性の荷物を持

った人がいると通報があり、

行ってみた。声を掛けても断

る人だった 

7月 25 日 

06：15～08：20 
24 名 同上 5名 自動車 2枚 ２名  

9 月 19 日 

06：00～08：10 
26 名 同上 4名 自動車 2枚 2 名 

手にソックスをはめていた人か

なりやせ細っている。寝ていた

ので声掛けしなかったが、心配

ではある。常連さんと一緒に居

るので炊き出しにはいっている

と推測するが不明 

10 月 10 日 

06：00～08：10 
25 名 同上 4名 自動車 0枚 0 名  

10 月 31 日 

06：00～08：10 
28 名 同上 4名 自動車 0枚 0 名  

11 月 21 日 

06：00～08：10 
30 名 

同上地下歩行空間➔バスセンター➔大通公園➔WINS➔北 1条

地下駐車場通路➔札幌駅(アピア)➔エルプラザ通路 
5名 自動車 2枚 ７名 

同行取材  

(読売新聞 田中記者) 

代表の訃報を伝える 

12 月 7日 

21：00～22：00 
1 名 札幌駅周辺 2名 自動車 0枚 1 名 

市民の通報により探しに行

く。「私、毎日 JR通勤をして

おりますが、札幌駅で女性の

ホームレスを 1年近く見かけ

ています。日に日に疲れが出

ているのか歩き方が不自由に

なっているような気がしま

す。私自身どのように声掛け

して何をどうすればよいのか

判りませんので、ご相談の連

絡をさせて頂きました。その

女性のためになるご支援をど

うかしていただけないでしょ

うか。」以前から声掛けをし

ている人でした。後日保護し

ました 

12 月 26 日 

06：00～08：10 
24 名 同上 4名 自動車 3枚 3 名 

助けてほしそうにしていた人

がいたが、声掛けするも返事

をしてくれない 

H28 年 1月 2日 

06：00～08：10 
30 名 同上 4名 自動車 1枚 3 名 

同行取材  

(北方ジャーナル 小笠原記者) 

1 月 16 日 

06：00～08：10 
18 名 同上 4名 自動車 3枚 3 名 

同行取材  

(北方ジャーナル 小笠原記者) 

1 月 30 日 

06：00～08：10 
36 名 同上 4名 自動車 2枚 2 名 

１２月末に退荘した渡辺君が

いた。ベトサダを出た次の日

に内容が変わったと言ってい

たが、１月２日の朝回りで会

った時には会社の人と一緒に

居て内容が変わったとは言っ

てなかった。 

2月 6日 

6：00～8：10 
39 名 

札幌駅地下歩行空間モスバーガー前➔地下歩行空間➔北１条

駐車場➔大通駅（➜オーロラタウン➜バスセンター駅・中央

バス➜札幌駅西口改札）➜エスタ・バス待合所➜アピア➔エ

ルプラザ通路➜パセオウェスト➜北口コンコース➜東口改札 

4名 自動車 6枚 6 名 

雪まつり開催中だが見かける

人が多かった。 

たばこを貰うのと試食に行く

と言っていた。 

2月 12 日 

01：00～02：30 
1 名 7 条大橋下 2名 自動車 1枚 1 名 

労福会の人数調査の時見かけ

たが話をしていないと言って

いたので見に行く。小寺さん

50歳が寝ていた。入居を勧め

るが春まで頑張ると言ってい

た。食料とカイロを渡してき

た。反対側の橋下にもいると

言っていたが、車を止める場

所が無く降りていく所が見つ

からず断念した。 

2月 13 日 

6：00～8：00 
34 名 

札幌駅地下歩行空間モスバーガー前➔地下歩行空間➔北１条

駐車場➔大通駅（➜オーロラタウン➜バスセンター駅・中央

バス➜札幌駅西口改札）➜エスタ・バス待合所➜アピア➔エ

ルプラザ通路➜パセオウェスト➜北口コンコース➜東口改札 

4名  自動車 2枚 6 名  

2 月 27 日 

6：00～8：00 
36 名 

エスタ➔地下歩行空間➔バスセンター➔中央バス➔ポールタ

ウン➔JRA➔北１条地下通路➔札幌駅西口➔アピア➔エルプラ

ザ通路➔札幌駅東口 

3名 自動車 1枚 3 名  

3 月 12 日 

6：00～8：00 
30 名 同上 4名 自動車 1枚 0 名 

オレンジ色のジャンパーを着た

人。爆睡していた。白のポリ袋

を 5個くらい持っていた。 

3月 12 日 

6：00～8：00 
33 名 同上 4名 自動車 3名 2 名 

声掛けするも、大丈夫だから

いらないと言われる 
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☆生活支援として、住居の確保を行いました。住所が無いと就職もしくは家を借りる事が出

来ない為、住居を定め自立できるよう支援しています。緊急シェルター兼住居のベトサダ荘（28

名収容、期間 3ヵ月）、吉野ビル（7名収容、期間 3ヵ月）、マンションハッピー（5名収容、期

間 3ヵ月）、中間就労者住居の幸星ハウス（7名、期間 6ヵ月）アブニール（2名、期間 6ヶ月）

等の住居を提供しました。 

 

「札幌市一時生活支援事業」で 33名分の住居を提供しています。 

 

そして、衣類の提供、食事の支援を行い、不安無く就労し、一日でも早い自立が出来る様に支援

を行い、無料支援を行いました。ベトサダ荘では緊急シェルターも兼ねている為、深夜でも受け入

れ要請があります。その為 24 時間スタッフが常駐し、いつでもどんな事にも即対応出来る様にし

ています。日頃から入居者に対し常に声かけ等を行い、相談、リスクヘッジを行い、自立に向けた

サポートを行いました。 

 

尚、ベトサダでは全国でも他にない、即入居を行っています。他の地域は面談を行い、後日審査

の上入居になるらしいのですが、北海道という地域性もあり、冬場では生死に関わりますので即入

居を行っています。また、警察からの依頼も全国ではほとんど無いと云う事ですが、今年度も 56件

の受け入れ要請が有りました。 

 

緊急シェルターとしての緊急受け入れは 365 日 24 時間体制で受け入れしていますので、受け入

れ人数は 283 名になります。 

夜間の電話相談、受け入れ等の業務に専属スタッフ 3名を置き、いかなる時でも支援できる体制

をとりました。警察署、刑務所、行政福祉課、市民情報、本人のインターネット検索等による、相

談、連絡、要請等が有ります。緊急シェルターとしての緊急受け入れは、365 日 24 時間体制で受け

入れしているので、夜間電話相談は 182 件あり、18：00～8：00 までの受け入れは 106 件ありまし

た。特に警察関係は 54名になり、警察関係及び自分からの SOS は深夜に集中します。 

 

○連携団体 

【株式会社スカイネット】 

 一般就労・中間就労を経ての一般就労 

【株式会社ヤマト総研】 

 一般就労・中間就労を経ての一般就労 

【合資会社札幌ワークス】 

一般就労・中間就労を経ての一般就労 

【株式会社モナミコーポレーション】 

 介護が必要な高齢者 

【合同会社なんもさサポート】  

 刑余者・高齢者・障がい者の生活支援で生活保護対象者 
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事業報告書                              

事業名 

包括的・

段階的 

中間就労

支援事業 

具体的な事業内容 実施日時 実施場所 
従事者 

の人数 

受益対象者の 

範囲及び人数 

実行委員

会の開催 

連携事業を円滑に遂行する為、課題の把握、整理、検討を行う 

・株式会社モナミコーポレーション 

高齢者、障がい者を繋ぐ 

・なんもさサポート  

刑余者・高齢者・障がい者を繋ぐ                 

・合資会社札幌ワークス 一般就労受け入れ 

・株式会社ヤマト総研  一般就労受け入れ 

・株式会社スカイネット 一般就労受け入れ 

・なんもさミディアム      中間就労 

・NHサービス          中間就労                    

H27 年 4月 1日より   

H28 年 3月 31 日 

毎月第 4日曜日 

・札幌市北区北 23条西 5丁目 1-18 

Dio ビル 4F会議室 

・札幌市北区北 22条西 5丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 

9 名  

生活保護

に依存し

ない生活

困窮者へ

の自立支

援活動 

路上生活者や、さまざまな理由により路上生活に陥ってしまい

そうな若者が自立できるまでの間、衣食住の提供等の生活支

援、求人情報の提供・面接や通勤等の交通費支給等の就労支援、

定期的な健康診断・病院への送迎、医療費減免手続のサポート

等の医療支援を行う事で、安定した生活基盤を作ってもらう事

を目的としています。面接を通じて適切な連携団体に繋ぎま

す。 

H27 年 4月 1日より  

H28 年 3月 31 日 

・札幌市北区北 21条西 2丁目 1-3 

ベトサダ荘 

・札幌市北区北 34条西 2丁目 1-10 

合資会社札幌ワークス 

・札幌市豊平区平岸 2条 2丁目 

3-30 平岸ラ・メール A号室 

株式会社ヤマト総研 

・札幌市中央区南 13条西 6丁目 

4-11 プレテビル 1F 

株式会社スカイネット 

3名 

路上生活者及び 

生活困窮者 

 

就労支援者数  173 名 

自立した人数  121 名 

（合）札幌ワークス 23名 

（株）ヤマト総研 21 名 

（株）スカイネット 36名 

早期就労

が困難な

若者への

パーソナ

ルサポー

ト及び中

間就労支

援活動 

障害認定 B・B-、等の知的障害、発達障害、軽度な身体的障害

の人を対象に就労意欲、社会的貢献の喚起、一般就労に向けた

就労訓練を目的に生活支援を行いながら行います。軽微な就労

をしてもらいながら、カウンセリングを行い一人ひとりに向き

合って一般就労に向けてサポートしていきます。 

H27 年 4月 1日より  

H28 年 3月 31 日 

・札幌市北区北 21条西 2丁目 1-3 

ベトサダ荘 

・札幌市北区北 23条西 5丁目 1-18 

Dio ビル 5F 

なんもさミディアム 

・札幌市東区北 23条東 3丁目 6-14 

NH サービス 

1名 

 

早期就労が困難な若年層の 

生活困窮者 

 

中間就労者数  14 名 

スタッフ    3 名 

自立      2 名 

その場に就労  3 名 

生活保護    3 名 

継続中     3 名 

刑余者及

び 高 齢

者・障が

い者・介

護が必要

な方々へ

の支援活

動 

行き場のない矯正施設退所者に対し、金銭管理・生活習慣指導

を伴走的に行いながら再犯を防ぎ自立のために支援を行いま

す。 

障がい者及び高齢者に対して通院、買い物等の送迎、各種手続

き、問題点、悩み事の相談、分析を行いフォローアップするこ

とにより一日も早く社会参加を実現させることを目的として

います。 

長期路上生活で病気を患い、病状が悪化した状態で相談に訪れ

る人も多いため、早急な医療サービスを的確に受けてもらう事

を目的としています。 

H27 年 4月 1日より  

H28 年 3月 31 日 

・札幌市北区北 21条西 2丁目 1-3 

ベトサダ荘 

・札幌市北区北 23条西 5丁目 1-18  

Dio ビル 4F  

なんもさサポート 

・札幌市北区北 37条西 5丁目 1-14 

㈱モナミコーポレーション 

3名 

刑余者・障がい者・高齢者 

医療及び介護が必要な 

路上生活者・生活困窮者 

 

矯正施設退所者 33 名 

何らかの障がい者 26名 

高齢者（55歳以上）62名 

札幌市内

に お け

る、路上

生活者及

び生活困

窮者と思

われる人

への声掛

け活動 

朝回り、夜回り等での声掛け、巡回相談、安否確認、路上生活

者予備軍の早期アプローチによる救出等を行います 

H27 年 4月 1日より  

H28 年 3月 31 日 

月 2回・土曜日 

札幌駅・地下歩行空間・大通公園・バ

スターミナル・他札幌市内 
4名 

札幌市内の路上生活者 

及び生活困窮者 

 

1 回平均目視 27.5 名 

24 回中 21回平均 

路上生活

者及び生

活困窮者

等の緊急

避難施設

（シェル

ター）の

設置 

路上生活者及び生活困窮者に対し、一時的もしくは長期で生活

支援を行い生活の立て直しを行います。肉体的に疲労困憊した

身体を休めてもらい、精神的に抱えているダメージをカウンセ

リングによりひも解いていき、一般就労に向けさせていきま

す。 

H27 年 4月 1日より  

H28 年 3月 31 日 

札幌市北区北 21条西 2丁目 1-3 

ベトサダ荘 
6名 

ホームレス及び 

生活困窮者 

DV 被害者 

 

延べ     283 名 

24 時 間

対応電話

相談 

警察署、刑務所、各市役所、区役所、一般住民の情報提供、本

人のインターネット検索他からの相談、連絡、受け入れ要請 

H27 年 4月 1日より  

H28 年 3月 31 日 

札幌市北区北 21条西 2丁目 1-3 

ベトサダ第 1事務所 
3名 

ホームレス及び 

生活困窮者 

 

夜間電話     182 件 

夜間受け入れ 106 名 

（PM6:00～AM8:00） 

上記に係

る運営維

持管理業

務 

連携事業の運営管理、経理、一般事務、取り纏めを行います 

事務員 

H27 年 4月 1日より  

H28 年 3月 31 日 

札幌市北区北 21条西 2丁目 1-3 

ベトサダ第 1事務所 
1名 製本印刷代含む 

生活困窮

者一時生

活支援事

業（委託

事業対象

外者） 

委託事業では支援出来ない人達を、自主事業での一時生活支援 

（市内の生活困窮者でも生活保護受給中で住居が無い人等） 

H27 年 4月 1日より  

H28 年 3月 31 日 

札幌市北区北 23条西 4丁目 1-18 

吉野ビル 
１名 

札幌市以外の生活困窮者委託事業対象外者 

延べ      35 名 

生活保護受給中 19 名 

その他     16 名 

 

実行委員会 
日時 場所 出席 議題 備考 

H27 年 4月 26 日 

札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18 

Dio ビル 4F 

9 名 
就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 2 名、モナミコーポレーション 2 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名 

なんもさミディアム数名、NH サービス数名 

5 月 24 日 

札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18 

Dio ビル 4F 

9 名 
就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 2 名、モナミコーポレーション 2 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名 

なんもさミディアム数名、NH サービス数名 

6 月 21 日 

札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18 

Dio ビル 4F 

9 名 
就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 3 名、モナミコーポレーション 1 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名 

なんもさミディアム数名、NH サービス数名 
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7 月 26 日 

札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18 

Dio ビル 4F 

9 名 
就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 2 名、モナミコーポレーション 0 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名 

なんもさミディアム数名、NH サービス数名 

8 月 23 日 

札幌市北区北 23 条西 

5 丁目 1-18 

Dio ビル 4F 

9 名 
就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 1 名、モナミコーポレーション 0 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名なん

もさミディアム数名、NH サービス数名 

9 月 27 日 

札幌市北区北 22 条西

5 丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 

9 名 
就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 0 名、モナミコーポレーション 2 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名 

なんもさミディアム数名、NH サービス数名 

10 月 25 日 

札幌市北区北 22 条西

5 丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 

9 名 
就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

題点、状況、進捗状況 

なんもさ 1 名、モナミコーポレーション 1 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名 

なんもさミディアム数名、NH サービス数名 

11 月 22 日 

札幌市北区北 22 条西

5 丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 

8 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

今後の体制方向性 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 3 名、モナミコーポレーション 0 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名 

なんもさミディアム数名、NH サービス数名 

12 月 22 日 

札幌市北区北 22 条西

5 丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 

8 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

今後の体制方向性 

問題点、状況、進捗状況 

なんもさ 0 名、モナミコーポレーション 0 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名 

なんもさミディアム数名、NH サービス数名 

H28 年 1月 24 日 

札幌市北区北 22 条西

5 丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 

8 名 
就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

問題点、状況、今後の方向性、進捗状況 

なんもさ 0 名、モナミコーポレーション 0 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名 

なんもさミディアム数名、NH サービス数名 

2 月 28 日 

札幌市北区北 22 条西

5 丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 

8 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

次年度の体制 

問題点、状況、今後の方向性 

なんもさ 0 名、モナミコーポレーション 1 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名 

なんもさミディアム数名、NH サービス数名 

3 月 27 日 

札幌市北区北 22 条西

5 丁目 2-32 

第 11 松井ビル 2-C 

8 名 

就労、中間就労進捗状況 

移動状況確認（受け入れ可能数） 

次年度の体制 

問題点、状況、今後の方向性 

なんもさ 0 名、モナミコーポレーション 1 名、 

ヤマト総研多数名、札幌ワークス多数名、スカイネット多数名 

なんもさミディアム数名、NH サービス数名 

 

 

月別夜間電話相談数 

 

  月別・年代表 以前の住居地 
 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 市内 道内 道外 計 

20 才未 0 0 0 0 4 0 0 1 2 1 1 

 

9 4 3 2 9 

20 代 2 4 1 2 7 4 3 7 3 1 3 3 40 16 13 11 40 

30 代 2 4 12 6 13 3 10 4 4 6 7 4 75 36 23 16 75 

40 代 2 3 7 8 10 10 4 7 4 6 8 4 73 34 21 18 73 

50 代 2 8 1 5 3 7 3 5 6 5 5 3 53 28 13 12 53 

60 代 1 6 4 2 4 2 0 4 1 1 1 3 29 17 7 5 29 

70 代 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 4 2 0 2 4 

計 10 25 25 24 41 26 20 29 20 21 25 17 283 137 80 66 283 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 H27.1 月 2 月 3 月 合計 

自らの SOS 2  2 3 8 1 5 3 2 5 2 1 34 

警察の要請 8 2 6 2 4 9 3 3 2 5 5 5 54 

ジョイン  2     2 2 2   2 10 

ジョイン分室      1       1 

市区役所 1        1 1   3 

他団体   1   1  2    1 5 

弁護士 3      1     2 6 

仕事の電話 3 4 3      1   1 12 

その他の連絡 3 2 7 5 14 2 3  3 5 1 3 48 

一般の人 1  1 1  1 1 1 1   1 8 

メディア 1            1 

合計 22 10 20 11 26 15 15 11 12 16 8 16 182 
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  入荘経由 利用期間 現在の状況 

  

警察 

弁護

士 

市役

所等 

見回

り 

通報 

JOIN 
他団

体 

親族 

知人 
自ら 計 

一週

間 

未満 

一ヶ

月 

未満 

三ヶ

月 

未満 

三ヶ

月 

以上 

計 自立 生保 不明 逮捕 
入荘

中 
計 

20

才未 
3 2 0 0 0 1 3 9 4 4 1 0 9 4 3 2 0 0 9 

20

代 
5 2 1 11 6 3 12 40 18 7 14 1 40 25 9 5 0 1 40 

30

代 
18 6 0 16 10 5 20 75 39 23 13 0 75 31 23 15 0 6 75 

40

代 
16 4 0 17 19 3 14 73 30 23 20 0 73 33 29 4 2 5 73 

50

代 
11 8 0 9 10 5 10 53 26 21 6 0 53 21 27 3 0 2 53 

60

代 
10 2 1 3 10 0 3 29 23 6 0 0 29 7 21 1 0 0 29 

70

代 
0 0 0 1 3 0 0 4 3 1 0 0 4 0 4 0 0 0 4 

計 63 24 2 57 58 17 62 283 143 85 54 1 283 121 116 30 2 14 283 

 

  
 

 

 

 

 

 

    
 

10

25 25 24

41

26

20

29

20 21
25

17

0

10

20

30

40

50

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

月別推移
20才未

3%
20代

14%

30代

27%

40代

26%

50代

19%

60代

10%

70代

1%
年代別割合

20才未

20代

30代

40代

50代

60代

70代

0

20

40

60

80 入荘経由

70代

60代

50代

40代

警察

弁護士

22%

市役所

等

8%

見回り

通報

1%

JOIN

20%

他団体

21%

親族

知人

6%

自ら

22%

割合 警察

弁護士
市役所

等
見回り

通報
JOIN

他団体

親族

知人
自ら

現在の状況 

  自立 生保 不明 逮捕 入荘中 計 

20 才未 4 3 2 0 0 9 

20 代 25 9 5 0 1 40 

30 代 31 23 15 0 6 75 

40 代 33 29 4 2 5 73 

50 代 21 27 3 0 2 53 

60 代 7 21 1 0 0 29 

70 代 0 4 0 0 0 4 

計 121 116 30 2 14 283 
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                               生活保護繋ぎ先一覧 

0

50

100

150

自立 生保 不明 逮捕 入荘中

現在状況

70代

60代

50代

40代

30代

20代

20才未

自立

43%

生保

41%

不明

10%

逮捕

1%

入荘中

5%
割合

自立
生保
不明
逮捕
入荘中

0 20 40 60 80 100 120 140 160

一週間

未満

一ヶ月

未満

三ヶ月

未満

三ヶ月

以上

利用期間

20才未

20代

30代

40代

50代

4 3 3 2 2 3 2
4 5 6

15
13

24 24

15

25 25 25
22 22

15 14

4
6

-5

5

15

25
入荘時間帯比較 人数

以前の住居地 

  市内   道内   道外   計 

20 才未 4   3   2   9 

20 代 16   13   11   40 

30 代 36   23   16   75 

40 代 34   21   18   73 

50 代 28   13   12   53 

60 代 17   7   5   29 

70 代 2   0   2   4 

計 137   80   66   283 

利用期間 

 一週間未

満 

一ヶ月未

満 

三ヶ月未

満 

三ヶ月以

上 
計 

20 才

未 
4 4 1 0 9 

20 代 18 7 14 1 40 

30 代 39 23 13 0 75 

40 代 30 23 20 0 73 

50 代 26 21 6 0 53 

60 代 23 6 0 0 29 

70 代 3 1 0 0 4 

計 143 85 54 1 283 

入荘時刻 年間一覧表 

  
0

時 

1

時 

2

時 

3

時 

4

時 

5

時 

6

時 

7

時 

8

時 

9

時 

10

時 

11

時 

12

時 

13

時 

14

時 

15

時 

16

時 

17

時 

18

時 

19

時 

20

時 

21

時 

22

時 

23

時 
計 

人

数 
4 3 3 2 2 3 2 4 5 6 15 13 24 24 15 25 25 25 22 22 15 14 4 6 283 

市内

49%

道内

28%

道外

23%

以前の居住地
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平成 27 年度札幌市一時生活支援事業支援状況 

 
ベトサダ集計 

期間 平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 

都道府県 北海道 自治体 札幌市 札幌市ホームレス支援センター （ベトサダ） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
年間 

合計 

新規相談受付件数（総数） 23 21 17 30 48 59 41 37 33 44 38 22 413 

プラン作成件数（総数） 23 20 17 20 15 17 20 13 7 5 5 0 162 

就労支援対象者数 

（プラン期間中の一般就労を目標にしている） 
17 7 14 12 8 9 13 12 7 5 5 0 109 

法に基づく

事業等 

利用件数 

住居確保給付金             0 

一時生活支援事業 23 20 17 20 15 17 20 13 7 5 5 0 162 

家計相談支援事業             0 

就労準備支援事業             0 

就労訓練事業             0 

自立相談支援事業による就労支援 6  14  8 9 13 12 7 5 5 0 79 

その他 
生活福祉資金等による貸付             0 

生活保護受給者等就労自立促進事業             0 

就労者数（一般就労総数） 15 7 14 11 8 9 10 11 7 7 6 5 110 

支援 

メニューの

利用状況 

住居確保給付金             0 

一時生活支援事業 15 20 14 11 8 9 10 11 7 7 6 5 123 

家計相談支援事業             0 

就労準備支援事業             0 

就労訓練事業             0 

自立相談支援事業による就労支援 15 7 14 11 8 9 10 11 7 7 6 5 110 

生活保護受給者等就労自立促進事業             0 

その他             0 

増収者数（総数）             0 

0 10 20 30

4月
5月
6月
7月
8月
9月

10月
11月
12月

H28.1月
2月
3月 自らのSOS

警察の要請

ジョイン

ジョイン分室

市区役所

他団体

弁護士

仕事の電話

その他の連絡

一般の人

はじめに.docx


~ 53 ~ 
 

 

ジョイン集計（4分室総計） 

報告日 平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 

都道府県 北海道 自治体 札幌市 札幌市ホームレス支援センター（合計） 
 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
年間 

合計 

新規相談受付件数（総数） 52 38 41 46 82 101 74 81 67 94 71 62 809 

プラン作成件数（総数） 29 25 29 28 24 30 25 24 14 14 11 6 259 

就労支援対象者数 

（プラン期間中の一般就労を目標にしている） 
20 11 18 15 10 13 14 16 8 7 6 4 142 

法に基づく

事業等 

利用件数 

住居確保給付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

一時生活支援事業 30 24 36 33 22 32 28 24 11 11 5 7 263 

家計相談支援事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

就労準備支援事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

就労訓練事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

自立相談支援事業による就労支援 13 1 17 3 9 14 18 15 7 7 5 1 110 

その他 
生活福祉資金等による貸付 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

生活保護受給者等就労自立促進事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

就労者数（一般就労総数） 25 10 18 16 10 13 14 15 7 11 6 24 169 

支援 

メニューの

利用状況 

住居確保給付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

一時生活支援事業 18 23 18 18 15 13 15 14 11 10 14 0 169 

家計相談支援事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

就労準備支援事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

就労訓練事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

自立相談支援事業による就労支援 24 7 15 13 9 10 10 12 7 9 6 17 139 

生活保護受給者等就労自立促進事業 0 0 0 0 3 1 2 1 0 1 5 2 15 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

増収者数（総数） 8 7 5 1 3 4 4 1 2 4 0 11 50 

 

 

平成 27 年度活動写真 

 
朝回りで見かける人達 

     
 
町内ごみ拾い 
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6 月 21 日北海道クローズアップ撮影風景 

     
  

7 月 16 日伊藤則彦先生「快適な睡眠」について       6 月 27 日ライフ・共同連北海道ブロック研修会 

      
 

9 月 12 日共同連全国大会 

     
 

7 月 26 日 第 1回札幌市生活相談会 
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12 月 10 日第 2回札幌市生活相談会 

         
 

     
 

2 月 10 日札幌市における生活困窮者支援の状況と課題       2 月 20 日生活困窮者支援法を考える市民の集い 

         
 

居室（4人部屋）                   居室（1人部屋） 
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僕がこのベトサダに初めて来たのは、８月のまだ暑い日でした。週に数回の不規則な出勤の仕事をしていまし

た。体調を崩してからは、切り詰めた生活をしていましたが、とうとう家賃を払う事もできなくなりました。

人付き合いもお金がかかるため、自然と孤立するようになり、やがて「誰とも繋がっていない」「生きていて

申し訳ない」と考えるようになりました。

恥ずかしながら、私は三度目の入荘をしている五十代の男です。前回、このベトサダ荘に入って、親切にして

もらったけど、働ける自信がどうしても持てず、生活保護を願い出て、他の団体に行きました。でも、そこでの

生活に馴染めず、どうしても嫌で飛び出してしまいました。すぐにベトサダに相談するのも気が引けて、所持金

がなくなるまでさまよっていました。

そしてとうとう、空腹に我慢が出来ず、食べ物を

万引きしてしまい、警察のお世話になりました。

警察で話をしたら、ベトサダに連絡をしてくれて、

こんな私を黙って入荘させてくれました。身なりも

髪もひどい状態の私を見て、心から心配してくれ

ました。

今回はタイミングが良かったのか除雪の日払いの

仕事がすぐありました。久し振りに働いて手にした

お金、本当に嬉しかったです。今、私は警備の仕

事に就きながらお金を貯めています。車の誘導の仕

事です。働く事で、人生に少しだけ希望も感じて

います。 【50代男性】

勇気を出して、ベトサダに助けを求めまし

た。時間をかけてゆっくり口下手な自分の話

を聞いていただき、「相談に来て良かった」

「死ななくて良かった」と心から思いました。

今、僕は仕事をしながら、本格的な就職に

向けて、資格を取得するためスクールに通っ

ています。人との繋がりを大切を感じ、多く

の人たちに、今自分は支えてもらっていると

いう感謝の気持ちを忘れずに、自立に向かっ

て頑張ります。 【20代男性】



~ 57 ~ 
 

 
 

ベトサダ荘にお世話になり１週間が経ちました。ベトサダ荘に来る前は、仕事を探していました

がなかなか見つからず、家族の所に行きましたがそれも上手く行かず、札幌に出て来て２週間くら

いネットカフェや路上生活をしていました。 

 

ネットカフェのパソコンで「ホームレス支援」と検索してみました。２日後に支援相談会が有る

事を知り会場に向かいました。名簿に名前を書くと席に座り、アンケートを書いたらすぐにベトサ

ダの方が対応してくれました。弁当も頂きました。 

 

共同生活なので色々と決まり事が有る事、札幌市がやっている

支援と聞き安心しました。食事や寝場所が無償なのですごく助か

りました。またすぐに、仕事の紹介もしてもらい、働けることに

なりました。 

 

ネットカフェ・路上生活の日々で、先が真っ暗でしたがここに

来れた事で希望が持てました。ベトサダ荘の方々には本当に感謝

しています。【Ｋさん 38 歳】※：JOIN の相談会を訪れてベト

サダ入荘になった方。7日間利用（株）イカイの仕事で静岡へ

行く。 

自分は計 3回ベトサダにお世話になりました。岩見沢で自営業をしていて 2回失敗しました。

逃げて札幌に来てネットでベトサダを知り相談しました。 

 

1 回目の入居で仕事も見つけてもらい、その会社で頑張って仕事をして東京出張に 1年半行き

ました。しかし貯金も出来ず、いったん札幌に帰って来て再び美唄に出張に行く間住むところが

有りません。その時ベトサダに相談して出張に行くまでの間 2回目の入居をさせて頂きました。 

 

美唄での仕事も順調にこなしていましたが、札幌と美唄を周期ごとに行き来する事になり、札

幌に居る時だけ入居させてほしいと 3回目の入居をお願いしました。最初は寮ではないのだから

駄目だと断られましたが、何とかいさせていただく事になり、仕事を頑張りました。 

  

そこで知り合いになった会社に移る事になりベト

サダに無断で出て行きました。そして 2年が過ぎそ

の会社の下請けで自分で会社をする事になり、結

婚もすることになりました。 

 

今回ベトサダに会社で働いてくれる人がいたら紹

介してほしいとお願いに行きました。他の会社より

日当を高めにする事、社会保障を付ける事等、自分

が感じた嫌な事を出来るだけ働いてくれる人に感じ

させたくないと思い、条件を良くしました。 

 

自分もこれからなので一緒に頑張ってくれる人

がいたら、ベトサダに恩返しが出来るかなと思い

ます。本当に有難う御座いました。【Ｎさん 42

歳】※：札幌ワークスの仕事を経て自営業に移

行。 
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ベトサダニュースありがとうございます。ベトサダが大切な

場所であることを、いつも実感しています。

大変な事が多いのは、想像出来ますが、少しでも支援をして

いきたいと思います。どうぞこれからもよろしくお願い致し

ます。 【札幌市 Ｋ様】

先日はご丁寧なお便りありがとうございます。私は、できる範囲のお手伝

いをさせていただこうと思っておりますが、だんだん年をとってどこまで

続くかは定かではありません。若い人には、明るい未来があって欲しいと

願っています。今日の天気は、何となく不穏な感じ。雷でも鳴りそうです。

世の中も、同様に感じられる今日この頃です。 【音更町 Ｉ様】

ベトサダの入荘者の方々の、お寂しかった顔に、笑顔を希望の光が

灯される為に、労しておられる皆様に、敬意を表します。 【さい

たま市 Ｈ様】】

雨にぬれて紫陽花が、色鮮やかな季節となりました。

さて、遅くなりましたが、今年も少々ではありますが、ニセコ産アスパラ

を頂きましたので送らせて頂きます。

（よければ水煮缶もどうぞ）！ 【札幌市 Ｏ様】

人間はお金があっても健康でも家族が居ても…だから幸せだと思

う訳ではありません

たった一人でも…自分の事を想ってくれる人心配してくれる人が

居てくれることが

本当に幸せな事だと思うのです 【札幌市 Ｋ様】

毎日、いろいろな感情がありますが、大地のパワーをいただき、お互い

ガンバリましょう！！ 【札幌市 Ｏ様】


